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P
roduction of the “R

ekihaku A
 version” R

akuchu-R
akugai-Z

u (scenes in and around K
yoto), and the early versions of R

akuchu-R
akugai-Z

u 

K
O

JIM
A

 M
ichihiro

京
都
と
そ
の
周
辺
を
描
い
た
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
内
、
室
町
期
の
景
観
を
持
つ
「
初
期
洛
中

洛
外
図
屏
風
」
四
本
は
、
大
名
上
杉
家
に
伝
来
し
た
上
杉
本
を
除
い
て
、
制
作
事
情
が
明
ら
か
で
な

か
っ
た
。本
稿
で
は
、屏
風
の
中
に「
登
場
人
物
」と
言
え
る
個
人
の
像
を
検
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
主
題
を
明
ら
か
に
し
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
全
体
に
つ
い
て
も
統
一
的
な
理
解
を
試
み
た
。

最
も
古
い
「
歴
博
甲
本
」
は
、一
五
二
五
年
に
、室
町
幕
府
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
細
川
高
国
が
、

嫡
子
稙
国
へ
の
家
督
譲
渡
と
新
た
な
将
軍
御
所
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
自
ら
の
事
績
を
描
か
せ
た

も
の
で
あ
り
、
作
者
は
幕
府
御
用
絵
師
の
狩
野
元
信
で
あ
る
。「
東
博
模
本
」
は
、
細
川
晴
元
の
政

権
を
中
心
主
題
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
り
、「
上
杉
本
」
は
、
細
川
氏
の
館
を
中
心
と
す
る
構
図

を
そ
の
ま
ま
用
い
な
が
ら
、
管
領
が
細
川
氏
か
ら
上
杉
氏
に
代
わ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
し
て

い
る
。

「
歴
博
甲
本
」
に
始
ま
る
「
権
力
者
と
そ
の
統
治
す
る
都
市
」
と
い
う
主
題
の
屏
風
は
、
そ
の
後

も
狩
野
派
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
が
、「
歴
博
乙
本
」
に
は
そ
の
よ
う
な
権
力
者
を
顕
彰
す

る
主
題
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
名
所
絵
・
風
俗
画
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
近
世
に
量
産
さ

れ
る
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
先
駆
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
洛
中
洛
外
図　

歴
博
甲
本　

細
川
高
国　

狩
野
元
信　

室
町
幕
府

［
論
文
要
旨
］

小
島
道
裕

洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
成
立
と
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本

は
じ
め
に

❶
歴
博
甲
本
の
制
作
目
的

❷
そ
の
他
の
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風

お
わ
り
に
︱
権
力
者
と
そ
の
統
治
す
る
都
市
の
屏
風



国立歴史民俗博物館研究報告
第145集　2008年11月

318

は
じ
め
に

洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
（
旧
町
田
本
、三
条
家
本
。
以
下
単
に
「
歴
博
甲
本
」

な
い
し
「
甲
本
」
と
す
る
）
は
、
現
存
最
古
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
描
写
の
正
確
さ
は
歴
史
資
料
と
し
て
極
め
て
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
成
立
事
情
、
す
な
わ
ち
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
描
い
た
か

な
い
し
描
か
せ
た
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
内
で
圧
倒
的
に
厚
い
研
究
史
を
持
つ
上
杉
本
は
、
当
初

か
ら
、
狩
野
永
徳
が
描
き
、
織
田
信
長
が
上
杉
謙
信
に
贈
っ
た
、
と
い
う
制
作
事
情

に
つ
い
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
共
に
語
ら
れ
、
そ
の
真
偽
が
論
じ
ら
れ
た
結
果
、
制
作

目
的
に
つ
い
て
も
、
将
軍
足
利
義
輝
が
上
杉
謙
信
の
上
洛
と
管
領
就
任
を
願
っ
て
、

謙
信
に
贈
る
た
め
に
制
作
し
た
、
と
い
う
理
解
が
定
説
化
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
歴

博
甲
本
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て
も
、
そ
の
制
作
目

的
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
ら
に
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
～
五
月
に
行
わ
れ
た
本
館
の
企
画
展
示
「
西
の
み
や

こ 

東
の
み
や
こ
―
描
か
れ
た
中
近
世
都
市
―
」
に
お
い
て
歴
博
甲
本
を
は
じ
め
と

す
る
館
蔵
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
展
示
し
、
検
討
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
甲

本
の
制
作
目
的
を
中
心
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
前
進
を
図
る
べ
く
作
成
し
た
試
論

で
あ
る
。

❶
歴
博
甲
本
の
制
作
目
的

歴
博
甲
本
の
景
観
年
代
は
、
通
常
一
六
世
紀
前
半
、
一
五
二
五
年
（
大
永
五
） 

以
降
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
幕
府
（
公
方
様
）
が
「
花
の
御
所
」
の
位
置
で
は
な 

く
、
よ
り
北
の
位
置
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
細
川
高
国
が
足
利
義
晴
の
た
め
に

一
五
二
五
年
に
造
営
し
た
「
柳
の
御
所
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
下
限
と
し

て
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
次
の
将
軍
御
所
が
「
花
の
御
所
」
の
位
置
に
造

営
さ
れ
る
以
前
、な
い
し
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
起
こ
っ
た
「
天
文
法
華
の
乱
」

で
多
く
の
寺
院
が
焼
失
す
る
以
前
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
だ
が
、
そ
の
具
体
的
な

制
作
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
屏
風
は
、
発
注
者
が
あ
っ
て
初
め
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
具
体
的
な
契
機
が
あ
り
、
目
的
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
よ
う
に
、
上
杉
本
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
洛
中
洛
外
図
屏

風
の
初
見
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
次
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。甘

露
寺
中（元
長
）

納
言
来
る
、
越
前
朝（貞
景
）倉屏

風
を
新
調
す
、
一
双
に
京
中
を
画
く
、

土
佐
刑（
光

信

）

部
大
輔
新
図
、
尤
も
珍
重
の
物
な
り
、
一
見
興
有
り
。

〔『
実
隆
公
記
』
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
一
二
月
二
二
日
条
（
（
（

〕

一
般
的
に
は
、
新
興
の
戦
国
大
名
が
文
化
の
中
心
で
あ
る
首
都
京
都
に
憧
れ
て
そ

の
絵
を
求
め
た
と
言
え
、
城
下
町
建
設
の
参
考
と
す
る
目
的
も
あ
っ
た
、
と
解
釈
さ

れ
る
が
、
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
固
有
の
理
由
と
し
て
、
一
二
月
二
二
日
と
い
う
日
付

に
も
着
目
し
た
い
。
京
都
で
完
成
し
披
露
さ
れ
た
の
が
年
末
の
こ
の
時
期
で
あ
る
こ

と
は
、
翌
年
の
正
月
儀
礼
の
際
に
用
い
る
た
め
に
発
注
さ
れ
た
、
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
と
は
、
朝
倉
氏
が

八
月
に
一
向
一
揆
と
の
戦
い
に
勝
利
し
、
安
定
し
た
領
国
経
営
を
行
い
だ
し
た
年
で

あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
城
下
町
一
乗
谷
で
の
墓
碑
が
飛
躍
的
に
増
え
、
実
際
に
本
格

的
な
都
市
建
設
が
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
〔
水
藤
一
九
九
〇
〕。
お
そ

ら
く
翌
永
正
四
年
の
正
月
に
は
、
一
乗
谷
の
朝
倉
館
に
集
ま
っ
た
家
臣
た
ち
を
前
に

こ
の
屏
風
が
披
露
さ
れ
、昨
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
、本
格
的
な
「
越
前
の
都
」

と
し
て
の
城
下
町
建
設
が
宣
言
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
（
（
（

。

で
は
、
甲
本
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
制
作
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
倉

氏
の
屏
風
が
制
作
さ
れ
て
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
経
つ
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
洛
中
洛

外
図
屏
風
は
あ
る
程
度
定
型
化
さ
れ
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
べ
き
一
般
的
な
内
容
、
す
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な
わ
ち
京
都
を
表
象
す
る
代
表
的
な
景
観
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
に
、
発
注
者
の
注
文
に
よ
っ
て
、
特
定
の
事
物
が
選
択
さ
れ

て
描
か
れ
る
、
と
い
う
形
で
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

甲
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
発
注
者
の
注
文
、
な
い
し
嗜
好
、
す
な
わ
ち
、

特
に
こ
の
屏
風
で
描
か
れ
た
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に

迫
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

以
下
、
左
隻
（
西
隻
）
の
右
半
分
、
第
一
扇
～
第
三
扇
の
、
幕
府
や
細
川
氏
一
族

の
館
が
描
か
れ
た
一
帯
（
写
真
1
）
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
像
に
注
目

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

幕
府
（
公
方
様
） （
写
真
2
、
写
真
3
）

甲
本
の
内
容
的
な
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
ま
ず

幕
府（「
く
は
う
さ
ま
」）
が
他
の 

屏
風
と
は
異
な
る
位
置
に
描
か 

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）に
細
川
高
国
に
よ
っ

て
造
営
さ
れ
た
義
晴
の
御
所
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
（
（
（

。

御
所
の
門
前
に
は
、
将
軍
と
の

面
会
を
終
え
た
主
従
の
一
行
（
（
（

や
、

こ
れ
か
ら
面
会
に
訪
れ
る
武
士
の

一
行
（
（
（

が
描
か
れ
て
お
り
、
館
の
東

南
（
手
前
左
）
の
角
に
は
、
こ 

の
武
士
が
乗
っ
て
き
た
と
思
わ
れ

る
、
緋
毛
氈
の
鞍
覆
い
を
付
け
た

馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
緋
毛
氈
の

写真 1 　歴博甲本左隻　第1扇～3扇

写真 2 　幕府（「公方様」）

犬追物

幕　府

大心院

南の御所

典厩邸細川邸

薬師寺邸

近衛邸

内藤邸

船岡山
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鞍
覆
い
は
、
将
軍
に
特
に
許
さ
れ
た
者
だ
け
が
使
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

来
客
が
有
力
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
門
を
入
っ
た
広
場
で
は
、
主
人
が
面

会
に
行
っ
て
い
る
間
、
供
待
ち
を
し
て
い
る
従
者
た
ち
が
、
身
分
に
よ
っ
て
場
所
を

変
え
な
が
ら
、
行
儀
よ
く
座
っ
て
い
る
（
（
（

。

そ
し
て
、
庭
に
面
し
た
会
所
に
は
、
広
縁
に
二
人
の
武
士
が
描
か
れ
、
室
内
に
は

顔
の
部
分
が
庇
で
隠
さ
れ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
3
）。
高
貴
な
人
物
を

顔
を
隠
し
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
将
軍
義
晴
で
あ
ろ
う
。
全
体
と

し
て
こ
の
「
公
方
様
」
の
場
面
は
、
後
述
の
細
川
邸
同
様
、
有
力
者
が
次
々
と
挨
拶

に
訪
れ
る
あ
り
さ
ま
を
、
一
つ
の
理
想
像
と
し
て
描
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

 

典
厩
邸  （
写
真
4
）

将
軍
の
御
所
に
続
く
典
厩
邸
と
細
川
邸
に

は
、
肖
像
画
的
に
当
主
と
思
わ
れ
る
人
物
が
描

か
れ
て
い
る
。
細
川
氏
の
支
流
で
あ
る「
典
厩
」

の
方
に
は
、
館
正
面
の
広
縁
の
上
に
、
広
場
で

行
わ
れ
て
い
る
輪りゅ
う
ご鼓

の
芸
を
見
る
人
物
が
三
人

描
か
れ
て
お
り
、
中
央
の
髯
の
人
物
が
当
主
と

考
え
ら
れ
る
。
高
国
政
権
に
お
け
る
典
厩
は
、

高
国
の
実
父
で
あ
る
細
川
政
春
の
甥
、
す
な 

わ
ち
高
国
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
細
川
尹
賢
で
あ

る
（
（
（

。
だ
と
す
る
と
、
そ
の
向
か
っ
て
右
に
座
る

若
い
男
性
は
、
尹
賢
の
息
子
で
、
後
に
高
国
の

養
子
と
な
っ
て
細
川
晴
元
と
家
督
を
争
う
こ
と

に
な
る
氏
綱
で
あ
ろ
う
。
着
衣
は
共
に
肩
衣
・

無
帽
で
、
後
述
の
細
川
邸
に
描
か
れ
た
人
物
と

比
べ
て
略
式
の
装
い
で
あ
り
、
向
か
っ
て
左
側

の
小
姓
は
小
袖
袴
の
略
装
で
あ
る
。

細
川
邸   （
写
真
5
、
写
真
6
）

細
川
氏
の
嫡
流
で
あ
り
幕
府
の
管
領
を
務
め
る
京
兆
家
（「
ほ
そ
川
と
の
」）
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
典
厩
邸
に
お
け
る
尹
賢
と
同
じ
位
置
、
す
な
わ

ち
館
正
面
の
広
縁
の
上
に
、
や
は
り
三
人
の
人
物
が
座
っ
て
い
る
（
写
真
5
）。
中

央
と
右
側
の
人
物
は
、
侍
烏
帽
子
に
素
襖
と
い
う
正
装
で
あ
り
、
典
厩
邸
の
場
合
と

同
様
に
考
え
る
と
、
中
央
に
座
っ
て
い
る
人
物
が
館
の
当
主
と
推
定
で
き
る
。
し
か

し
そ
れ
は
若
い
男
性
で
、
御
所
が
建
設
さ
れ
た
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
時
点
で

四
二
歳
の
細
川
高
国
と
は
見
な
し
が
た
い
。
一
方
、
庭
に
面
し
た
奥
の
建
物
（
東
博

模
本
と
上
杉
本
で
は
馬
が
描
か
れ
て
お
り
、
厩
で
あ
る
）
の
中
に
は
、
模
様
の
な
い

写真 3 　幕府の会所と将軍足利義晴

写真 4 　典厩邸と細川尹賢・氏綱
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衣
服
を
着
た
恰
幅
の
よ
い
男
性
が
描
か
れ
て
い
て
（
写
真
6
）、
こ
ち
ら
が
高
国
と

思
わ
れ
る
（
（
（

。

こ
の
二
人
の
関
係
を
考
え
る
と
、
高
国
は
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
四
月
二
一

日
に
出
家
し
て
息
子
の
稙
国
に
家
督
を
譲
っ
て
い
る
（
（
（

た
め
、
正
面
中
央
の
人
物
は
、

こ
の
時
新
た
に
細
川
京
兆
家
の
当
主
と
な
っ
た
稙
国
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
籠
を
献
上

さ
れ
る
場
面
と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
向
か
っ
て
左
側
に
鷹
を
持
っ
た
人
物
（
（（
（

が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
も
、
家
督
継
承
に
関
す
る
寓
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

そ
し
て
、
当
主
と
し
て
稙
国
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
観
年
代
を
さ
ら
に

絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
稙
国
は
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
に
急
死 

し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
（
（（
（

、
稙
国
が
当
主
と
し
て
描
か
れ
る
時
期
は
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
の
四
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
間
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
細
川
邸
自
体
に
つ
い
て
は
、
館
の
東
南
角
の
外
に
緋
毛
氈
の
鞍
覆
い
を
付

け
た
馬
が
二
頭
描
か
れ
（
写
真
7
）、門
前
を
訪
問
者
で
あ
る
有
力
な
武
士
の
グ
ル
ー

プ
が
行
き
交
い
、
門
内
に
は
供
待
ち
の
家
臣
た
ち
が
控
え
る
、
と
い
う
幕
府
同
様
の

理
想
化
さ
れ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

写真 5 　細川邸正面の細川稙国

写真 6 　細川邸の厩に座る細川高国

写真 7 　細川邸角（下馬所）の緋毛氈鞍覆いの馬
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屏
風
の
主
題

以
上
の
描
か
れ
た
「
登
場
人
物
」
た
ち
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
主
題
は
、
細
川
京
兆

家
の
当
主
と
な
っ
た
稙
国
を
中
心
に
、
そ
れ
を
補
佐
す
る
典
厩
家
の
尹
賢
親
子
、
そ

し
て
新
た
に
造
営
さ
れ
た
御
所
の
将
軍
義
晴
と
い
う
、
大
永
五
年
四
月
に
成
立
し
た

政
権
の
姿
―
絵
の
上
で
も
、
こ
の
三
者
は
一
直
線
上
に
並
ん
で
い
る
―
で
あ
り
、

そ
れ
を
高
国
が
後
見
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
屏
風
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

将
軍
義
晴
の
新
御
所
へ
の
移
徙
は
実
際
に
は
一
二
月
で
あ
り
、
稙
国
が
京
兆
家
の

当
主
だ
っ
た
四
月
～
一
〇
月
の
時
点
で
は
未
完
成
だ
か
ら
、
現
実
の
景
観
と
し
て
は

成
り
立
た
な
い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
稙
国
の
家
督
継
承
の
時
点
で
、
高
国
が
屏
風
を

発
注
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
翌
年
の
正
月
な
ど
何
ら
か
の
祝
儀
の
席
で

披
露
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
稙
国
が
急
死
し
た
た
め
、
結
果
的
に
幻
の

姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
の
位
置

こ
こ
で
、
甲
本
に
描
か
れ
た
幕
府
（
公
方
様
）
の
位
置
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た

い
。
足
利
将
軍
は
ほ
ぼ
歴
代
ご
と
に
自
ら
の
御
所
を
営
み
、
そ
の
位
置
も
頻
繁
に
変

わ
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
位
置
は
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
景
観
年
代
を
決
定
す
る

有
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
描
か
れ
た
幕
府
の
位
置
が
実
態
を
正
確
に
反

映
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
高
橋
康
夫
氏
は
、
甲
本
の

み
な
ら
ず
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
す
べ
て
に
つ
い
て
現
実
と
は
見
な
し
が
た
い

と
主
張
し
て
お
り
〔
高
橋
二
〇
〇
六
〕、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

建
設
地
の
決
定
過
程

甲
本
に
描
か
れ
た
幕
府
、
す
な
わ
ち
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
造
営
の
義
晴
御
所

の
決
定
過
程
に
つ
い
て
、
高
橋
氏
の
挙
げ
た
史
料
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
『
後
鑑
』

所
引
の
「
御
作
事
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
正
月
二
八
日
に
、

伊
勢
守
貞
忠
と
大
館
常
興
が
、
義
稙
の
三
条
御
所
を
上
京
へ
引
き
移
す
こ
と
を
提
案

し
、
高
国
の
同
意
を
得
る
。

大
永
四
年
正
月
廿
八
日
、
三
条
御
所
上
京
へ
可
被
引
移
之
事
、
伊
勢
守
貞
忠
・

常
興
以
両
人
、
於
殿
中
、
右
京
兆
（
高
国
朝
臣
）
被
申
入
之
、
尤
御
意
得
之
由

仰
也
、

次
に
、
同
年
二
月
五
日
の
御
作
事
方
評
定
で
、
場
所
の
候
補
と
し
て
、「
花
御
所

御
跡
」「
高
倉
御
所
御
跡
」「
伊
勢
守
近
辺
新
地
」
が
挙
げ
ら
れ
、
方
角
に
つ
い
て
、

勘
解
由
小
路
在
富
に
尋
ね
る
こ
と
が
進
言
さ
れ
る
。

御
在
所
事
、
花
御
所
御
跡
、
高
倉
御
所
御
跡
、
伊
勢
守
近
辺
新
地
、
凡
此
所
之

儀
、
御
方
之
事
、
被
尋
仰
在
富
朝
臣
、
随
其
被
相
定
也
、
其
分
右
京
兆
へ
可
申

旨
仰
也
、　

そ
し
て
、
翌
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
四
月
二
〇
日
の
評
定
で
、
よ
う
や
く
建
設

地
が
決
定
さ
れ
る
。

此
御
敷
地
者
、
香
川
以
下
四
、五
人
の
旧
跡
也
、
仍
御
所
望
候
段
、
そ
と
以
御

使
被
仰
出
候
、可
然
候
由
、内
々
典
厩
談
合
候
て
、今
朝
早
々
高
信
ヲ
為
御
使
、

右
京
兆
へ
被
仰
出
候
処
、
忝
畏
存
候
旨
、
御
返
事
被
申
、
高
信
ニ
御
面
云
々
、

今
夕
京
兆
出
仕
、今
朝
御
使
之
御
礼
也
、仍
於
常
御
所
御
対
面
、御
盃
ま
い
る
、

御
酒
有
之
、

場
所
に
つ
い
て
は
、「
香
川
以
下
四
、五
人
の
旧
跡
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
高
橋
氏

は
、
そ
こ
は
「
花
御
所
跡
」
で
も
「
高
倉
御
所
跡
」
で
も
な
い
か
ら
「
伊
勢
守
近
辺

新
地
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
北
小
路
今
出
川
近
く
で
あ
る
と
し
、
そ
の
位
置

は
、
伊
勢
守
邸
が
北
小
路
今
出
川
北
東
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
東
か

北
と
推
定
さ
れ
、
甲
本
の
「
公
方
様
」
の
所
在
地
と
は
大
き
な
食
い
違
い
が
あ
り
、

天
文
年
間
に
造
営
さ
れ
た
義
晴
の
御
所
や
、
次
代
の
義
輝
が
ま
ず
入
っ
た
「
今
出
川

御
所
」
と
も
同
一
の
可
能
性
が
高
い
、
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
解
釈
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
史
料
の
解
釈
と
し
て
、決
定
さ
れ
た
敷
地
は
あ
く
ま
で
も
「
香
川
以
下
四
、五
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人
の
旧
跡
」
で
あ
っ
て
「
伊
勢
守
近
辺
新
地
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
場

所
の
候
補
が
答
申
さ
れ
て
か
ら
決
定
ま
で
一
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
に

何
ら
か
の
事
情
で
候
補
地
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
よ

り
、
答
申
が
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
る
に
は
不
自
然
な
ほ
ど
間
隔
が
あ
い
て
い
る
。

義
輝
の
入
っ
た
「
今
出
川
御
所
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る

が
、
天
文
度
の
義
晴
御
所
を
義
輝
が
上
京
し
て
最
初
に
入
っ
た
今
出
川
御
所
と
同
一

で
あ
る
と
す
る
の
は
妥
当
だ
が
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
の
義
晴
御
所
ま
で
が
そ

れ
と
同
じ
と
す
る
根
拠
は
、
敷
地
の
比
定
以
外
で
は
、「
義
晴
が
二
つ
の
本
所
御
所

を
造
営
し
た
と
は
考
え
が
た
い
」
と
い
う
予
断
し
か
な
く
、
む
し
ろ
天
文
度
の
も
の

は
、
高
国
が
逐
わ
れ
た
後
、
管
領
が
細
川
晴
元
に
代
わ
っ
て
新
た
に
造
ら
れ
た
と
考

え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
の
義
晴
御
所
が
北
小
路
今
出
川
付
近
で
あ
る

と
い
う
解
釈
は
、
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
的
な
仮
説
で
は
あ
る
が
、
積
極
的
な
根
拠
が

あ
る
と
は
見
な
し
が
た
い
。

ま
た
、
一
次
史
料
で
は
な
い
も
の
の
、『
足
利
季
世
記
』
が
義
晴
の
大
永
度
御
所

を
「
柳
ノ
御
所
」
と
記
述
し
て
お
り
（
（（
（

、
細
川
邸
の
所
在
地
に
近
い
柳
原
の
地
名
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

甲
本
の
幕
府
と
そ
の
周
辺

甲
本
の
描
写
に
戻
る
と
、
た
し
か
に
、
将
軍
邸
・
典
厩
・
管
領
邸
が
一
直
線
上
に

並
び
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
が
正
面
南
側
か
ら
描
か
れ
て
い
る
甲
本
の
構
図
は
、
や
や

出
来
す
ぎ
の
感
が
あ
る
が
、
し
か
し
史
料
的
に
は
そ
の
実
在
を
否
定
す
る
必
然
性
は

な
く
、
ま
た
、
高
国
が
自
ら
が
造
っ
た
新
御
所
の
姿
を
描
か
せ
る
こ
と
が
屏
風
制
作

の
一
つ
の
目
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
実
際
の
位
置
と
大
き

く
隔
た
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

歴
史
的
な
御
所
の
位
置
を
考
え
て
も
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
義
政
の
「
花

の
御
所
」
が
焼
失
す
る
ま
で
は
、
幕
府
の
位
置
が
「
花
の
御
所
」
よ
り
北
に
な
る
こ

と
は
な
く
、
甲
本
の
幕
府
の
位
置
は
、
そ
の
意
味
で
は
た
し
か
に
異
例
で
あ
る
。
し

か
し
現
実
に
は
、
義
政
が
「
花
の
御
所
」
の
焼
失
後
に
御
所
と
し
、
義
尚
が
引
き
続

き
住
ん
だ
の
は
、
細
川
政
元
の
別
邸
で
あ
っ
た
小
川
御
所
、
す
な
わ
ち
、
甲
本
に
は

そ
の
後
身
の
寺
院
「
南
の
御
所
」
と
し
て
幕
府
の
裏
向
か
い
に
描
か
れ
て
い
る
邸
宅

で
あ
り
、
し
か
も
東
が
正
面
に
な
る
東
面
の
御
所
で
あ
っ
た
〔
川
上
一
九
六
七
〕（
写

真
１
右
中
）。
高
橋
氏
は
、
幕
府
は
西
面
が
規
範
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
小

川
御
所
以
降
は
、
甲
本
の
幕
府
（「
柳
の
御
所
」）
も
、
ま
た
後
述
す
る
今
出
川
御
所

も
東
面
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
応
仁
乱
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
規
範
は
実
際
に

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
甲
本
の
「
柳
の
御
所
」
以
前
、
義
晴
が
上
洛
し
て
か
ら
御
所
と
し
て
い

た
の
は
、
そ
の
さ
ら
に
北
に
あ
る
岩
栖
院
（
細
川
政
元
の
三
代
前
に
あ
た
る
細
川
満

元
の
屋
敷
跡
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
「
花
の
御
所
」
よ
り
も
北
で
、
細
川
氏
関
係
の

館
で
あ
る
。
ま
た
、
細
川
氏
惣
領
家
（
京
兆
家
）
の
館
は
、
政
元
時
代
の
本
邸
は
甲

本
に
幕
府
の
向
か
い
に
描
か
れ
て
い
る
大
心
院
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
、
甲
本
に
描

か
れ
た
「
細
川
殿
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
甲
本
の
幕
府
の
位
置
は
、
細
川
氏
が
京
都
で
の
根
拠
地
と
し
て
き
た

場
所
で
あ
り
、
か
つ
て
の
幕
府
所
在
地
で
あ
る
「
南
の
御
所
」
や
、
細
川
氏
宗
家
の

先
代
で
あ
り
高
国
の
養
父
で
あ
っ
た
政
元
の
邸
宅
跡
大
心
院
を
描
く
こ
と
は
、
描
か

れ
た
政
権
の
歴
史
的
な
継
承
性
・
正
当
性
、
そ
し
て
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
・
発
展
さ

せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

甲
本
の
幕
府
所
在
地
の
意
味

以
上
の
前
提
を
元
に
、
先
ほ
ど
の
史
料
を
再
解
釈
す
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
義
晴
の
大
永
度
御
所
造
営
に
当
た
っ
て
は
、
本
来
幕
府
が
存
在
し
た
花

の
御
所
付
近
、
す
な
わ
ち
北
小
路
今
出
川
の
近
辺
に
す
べ
き
こ
と
を
、
伊
勢
氏
・
大

館
氏
ら
の
幕
臣
グ
ル
ー
プ
が
主
張
し
た
と
思
わ
れ
る
。
細
川
氏
は
、
政
元
に
よ
る
明

応
の
政
変
（
一
四
九
三
）
で
権
力
を
握
る
が
、
幕
府
政
所
執
事
の
伊
勢
氏
や
大
館
氏

ら
将
軍
内
談
衆
の
勢
力
も
あ
り〔
山
田
二
〇
〇
〇
な
ど
〕、義
尚
は
花
の
御
所
焼
失
後
、

一
時
伊
勢
邸
を
御
所
と
し
て
い
た
（
（（
（

。
一
方
、政
元
以
来
の
細
川
氏
に
よ
る
独
裁
制（
京
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兆
専
制
体
制
）
を
継
承
・
強
化
し
た
い
高
国
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
細
川
氏
が
根
拠
地

と
し
て
き
た
地
域
に
幕
府
を
作
る
こ
と
を
主
張
し
た
と
推
測
で
き
る
。
場
所
の
答
申

が
あ
っ
て
か
ら
一
年
余
の
空
白
は
、
こ
の
両
者
の
駆
け
引
き
に
費
や
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

新
た
な
御
所
の
敷
地
と
な
っ
た
「
香
川
以
下
四
、五
人
」
の
香
川
と
は
、
細
川
氏

の
被
官
で
讃
岐
守
護
代
で
あ
っ
た
香
川
氏
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
付
近

に
は
、
細
川
邸
の
裏
に
描
か
れ
て
い
る
摂
津
守
護
代
の
薬
師
寺
邸
や
、
貼
り
札
は
な

い
が
典
厩
邸
の
向
か
い
に
描
か
れ
て
い
る
丹
波
守
護
代
の
内
藤
邸
な
ど
が
存
在
し
、

細
川
氏
一
族
と
そ
の
家
臣
団
が
集
住
し
て
い
る
地
域
だ
っ
た
。
細
川
高
国
は
、
自
ら

の
家
臣
の
屋
敷
地
の
い
く
つ
か
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
幕
府
を
自
ら
の
エ
リ
ア
に
取

り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

甲
本
に
描
か
れ
た
幕
府
は
、
管
領
や
典
厩
な
ど
の
人
事
の
面
に
お
い
て
も
、
所
在

地
の
面
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
高
国
に
と
っ
て
理
想
的
な
姿
で
あ
り
、
甲
本
は
そ
れ

を
実
現
し
得
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
高
国
の
政
治
的
な
勝
利
を
宣
言
す
る
た
め
に
、
御

所
の
場
所
が
細
川
邸
の
近
く
に
決
ま
り
、
建
設
が
始
め
ら
れ
た
大
永
五
年
四
月
の
時

点
で
、
そ
の
完
成
を
待
た
ず
に
発
注
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

御
所
の
建
設
地
が
決
定
さ
れ
た
大
永
五
年
四
月
二
〇
日
と
い
う
日
は
、
実
は
高
国

が
出
家
す
る
前
日
で
あ
り
、
つ
ま
り
高
国
は
、
御
所
の
建
設
地
が
自
分
の
思
い
通
り

に
な
っ
た
こ
と
を
見
届
け
て
か
ら
隠
退
し
、
稙
国
に
跡
を
譲
っ
た
こ
と
に
な
る
。
高

国
の
出
家
＝
家
督
譲
渡
が
突
然
で
周
囲
を
驚
か
せ
た
の
も
、
こ
の
日
を
待
っ
て
決
行

す
る
と
決
め
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
御
所
建
設
地
問
題
は
高
国

の
構
想
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
甲
本
の
中
心
主
題
で
あ

る
こ
の
二
つ
の
で
き
ご
と
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
政
治
史
の
上
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
後
述
す
る
東
博
模
本
や
上
杉
本
に
は
、
幕
府
を
裏
側
か
ら
描
く
と
い
う
構

図
上
の
無
理
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
細
川
氏
の
館
と
こ
の
御
所
を
共
に
描
く
と

い
う
目
的
に
よ
っ
て
甲
本
で
作
ら
れ
た
構
図
を
継
承
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら 

れ
る
。
幕
府
が
移
動
し
て

し
ま
う
と
、
こ
の
構
図
で

は
無
理
が
生
じ
る
の
で
あ

り
、
結
果
的
に
、
甲
本
の

み
が
御
所
の
現
実
を
有
効

に
描
け
る
視
点
を
採
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
も
、
甲
本
に
描
か

れ
た
幕
府
は
、
実
際
の
姿

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

犬
追
物
（
写
真
8
）

こ
の
、
細
川
氏
の
館
と
幕
府
が
描
か
れ
た
場
面
に
は
、
他
に
も
一
つ
興
味
深
い
画

像
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
左
隻
一
扇
に
描
か
れ
て
い
る
犬
追
物
の
シ
ー
ン
が
そ
れ

で
、
他
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
は
見
ら
れ
な
い
、
甲
本
に
特
徴
的
な
画
像
で
あ
る
。

犬
追
物
が
行
わ
れ
て
い
る
馬
場
は
、
高
野
川
の
東
岸
で
あ
り
、「
犬
追
馬
場
」
の
地

名
は
後
世
に
も
残
っ
て
い
た
。
鴨
川
よ
り
も
東
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
右
隻
の
比

叡
山
麓
あ
た
り
に
描
か
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
地
理
関
係
を
無
視
し
て
あ
え
て
こ
こ

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
幕
府
と
細
川
邸
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
の
近
隣
に
置
く
た

め
に
違
い
な
い
。

犬
追
物
は
、室
町
時
代
に
は
武
家
の
儀
礼
と
し
て
重
視
さ
れ
、こ
の
犬
追
馬
場
も
、

義
政
の
時
に
行
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
（
（（
（

。
高
国
は
と
り
わ
け
犬
追
物
に
関
心
が

強
く
、
一
次
史
料
に
見
え
る
だ
け
で
も
、
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
一
一
月
（『
尚

通
公
記
（
（（
（

』）
と
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
二
月
（『
二
水
記
（
（（
（

』）
の
二
回
は
確
認
で

き
る
（
（（
（

。　
こ
の
内
前
者
の
『
尚
通
公
記
』
に
は
、「
二
手
犬
云
々
、
珍
敷
作
法
云
々
」
と
記 写真 8 　犬追物
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さ
れ
て
お
り
、
高
国
が
「
二
手
犬
」
と
い
う
競
技
方
法
を
考
案
な
い
し
復
活
し
て
実

施
し
た
よ
う
で
あ
る
。
名
前
か
ら
す
る
と
、「
白
組
・
紅
組
」
の
よ
う
な
、
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
代
表
選
手
が
腕
を
競
う
も
の
か
と
思
わ
れ
、
甲
本
の
画
像
で
犬
を
射
て

い
る
の
が
二
騎
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
様
子
を
描
い
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

高
国
は
、享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
自
刃
す
る
際
に
辞
世
を
残
し
て
い
る
が
（『
細

川
両
家
記
』〔
鶴
崎
一
九
七
四
〕）、
三
条
西
実
隆
に
宛
て
た
も
の
は
、

犬
追
物
今
一
度
と
思
ひ
こ
し
あ
ら
ま
し
は
た
ゝ
い
た
つ
ら
に
こ
そ

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
高
国
が
犬
追
物
に
最
後
ま
で
執
着
し
続
け
、
ま
た
そ
れ
が
後

述
す
る
三
条
西
実
隆
と
共
通
す
る
思
い
出
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
甲
本
に

描
か
れ
た
犬
追
物
が
高
国
の
指
示
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
思
わ

れ
る
。

な
お
、
将
軍
義
晴
に
宛
て
た
辞
世
で
は
、

絵
に
写
し
石
を
つ
く
り
し
海
山
を
後
の
世
ま
て
も
め
か
れ
す
そ
見
ん

と
、
自
分
が
作
っ
た
庭
へ
の
執
着
を
見
せ
て
い
る
。
甲
本
に
描
か
れ
た
幕
府
の
庭
園

も
、
当
然
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

船
岡
山（
写
真
1
中
央
上
方
）

一
見
、
名
所
の
山
を
単
な
る
自
然
景
観
と
し
て
描
い
た
だ
け
に
見
え
る
左
隻
二
扇

の
船
岡
山
も
、
細
川
高
国
が
発
注
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
が
変
わ
っ
て
く

る
。
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
八
月
二
四
日
に
、
細
川
高
国
と
大
内
義
興
は
、
船 

岡
山
に
陣
し
た
細
川
澄
元
ら
の
軍
勢
を
攻
め
破
り
（「
船
岡
山
の
戦
い
」）、
以
後
安

定
的
に
京
都
の
支
配
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
船
岡
山
は
、
高
国
政
権
に

と
っ
て
、
軍
事
的
な
優
位
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
戦
勝
記
念
碑
的
な
意
味
を
持
つ

場
所
で
あ
っ
た
。
双
岡
（
左
隻
五
・
六
扇
「
な
ら
い
の
お
か
」）
と
比
べ
て
み
る
と
よ

く
分
か
る
が
、
船
岡
山
は
、
実
際
の
山
の
大
き
さ
に
比
し
て
大
き
く
、
ま
た
冬
の
場

面
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
濃
い
緑
で
く
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う

に
船
岡
山
を
強
調
し
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
他
に
な
く
、
こ
れ
も
ま
た
犬
追
物
と
同

様
の
、
細
川
邸
周
辺
に
描
か
れ
た
高
国
の
事
績
の
一
つ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。 

武
家
の
邸
宅

以
上
、
左
隻
一
～
三
扇
の
、
細
川
氏
邸
と
幕
府
を
描
い
た
部
分
を
手
が
か
り
に
、

甲
本
は
、
細
川
高
国
が
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
、
自
ら
の
政
権
と
事
績
を
誇
示

す
る
た
め
に
制
作
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
で
は
屏
風
に
描
か
れ
た
他

の
邸
宅
が
、
そ
れ
に
適
合
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

武
家
屋
敷
で
は
、
前
述
の
細
川
氏
一
族
以
外
で
特
定
で
き
る
も
の
と
し
て
、
細
川

邸
の
背
後
に
見
え
る
薬
師
寺
邸
（
左
隻
三
扇
）
お
よ
び
典
厩
邸
の
向
か
い
に
あ
る
内

藤
邸
（
左
隻
二
扇
）
と
、
右
隻
四
扇
の
武
衛
（
斯
波
邸
（
（（
（

）
と
が
あ
る
。

薬
師
寺
氏
は
摂
津
守
護
代
を
務
め
た
細
川
氏
の
根
本
被
官
で
あ
り
、
高
国
の
権
力

を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。
位
置
も
ま
さ
に
細
川
邸
を
背
後
か
ら
支
え
る
場
所
に 

あ
る
。
薬
師
寺
氏
に
つ
い
て
は
今
谷
一
九
八
八
が
詳
し
く
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大 

永
五
年
当
時
の
当
主
は
薬

師
寺
国
長
で
あ
る
。
薬
師

寺
邸
の
内
部
に
は
、
誰
も

い
な
い
部
屋
と
笛
を
吹
く

若
者
が
描
か
れ
て
い
る
だ

け
で
、
当
主
ら
し
い
人
物

は
見
あ
た
ら
な
い
が
（
写

真
9
）、
こ
れ
は
、
館
の

正
面
に
当
主
を
そ
れ
ら
し

く
描
く
の
は
、
中
心
主
題

で
あ
る
細
川
氏
一
族
だ
け

と
し
、
他
の
屋
敷
に
人
物

を
描
く
際
は
、
当
主
で
は

写真 9 　薬師寺邸（「留守」の表現）
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な
い
人
物
を
登
場
さ
せ
て
、
人
物
的
に
も
仕
草
的
に
も
点
景
風
の
描
き
方
を
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
人
物
の
い
な
い
部
屋
＋
笛
を
吹
く

小
姓
と
そ
れ
を
囃
す
肩
衣
の
人
物
」
と
い
う
画
像
は
、
後
述
す
る
近
衛
邸
に
も
見
受

け
ら
れ
、
当
主
の
不
在
を
示
す
「
留
守
」
の
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
細
川
邸
で
当
主
稙
国
の
右
に
描
か
れ
て
い
る
、
や
や
年
輩
の

人
物
が
薬
師
寺
国
長
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
写
真
5
参
照
）。
若
い
当
主
の
横
に

控
え
る
の
は
譜
代
の
家
臣
が
ふ
さ
わ
し
い
し
、
家
臣
の
屋
敷
で
明
示
さ
れ
て
い
る
の

が
薬
師
寺
氏
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
邸
宅
に
は
留
守
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
以

上
、
他
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

内
藤
邸
は
張
り
札
が
な
く
、
後
に
三
好
邸
に
な
る
こ
と
か
ら
、
甲
本
で
も
三
好
邸

と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
今
谷
一
九
八
八
に
よ
れ
ば
、
三
好
長
慶
が
こ
の
屋
敷
を

拝
領
し
た
の
は
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
夏
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
は
丹
波
守

護
代
内
藤
氏
の
屋
敷
で
あ
っ
て
、
現
在
も
「
内
藤
町
」
の
町
名
が
残
っ
て
い
る
。
薬

師
寺
邸
な
ど
と
共
に
、
細
川
氏
館
の
周
囲
に
あ
っ
た
家
臣
屋
敷
の
一
つ
で
あ
る
。
細

川
氏
の
家
臣
の
屋
敷
と
し
て
は
、
こ
の
他
、
幕
府
の
項
で
先
述
し
た
よ
う
に
、「
公

方
様
」
の
位
置
に
は
、
か
つ
て
は
香
川
氏
な
ど
さ
ら
に
別
の
家
臣
屋
敷
が
存
在
し
て

い
た
は
ず
だ
し
、
ま
た
薬
師
寺
邸
の
右
隣
（
北
側
）
に
あ
る
屋
敷
は
、
東
博
模
本
で

は
「
額
田
殿
」
と
さ
れ
て
お
り
、
三
河
土
豪
で
鎌
倉
以
来
の
細
川
氏
根
本
被
官
額
田

氏
の
屋
敷
で
あ
る
か
ら
〔
今
谷
一
九
八
八
〕、
甲
本
で
も
そ
の
屋
敷
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。こ
の
よ
う
に
細
川
氏
館
の
周
囲
は
、有
力
家
臣
の
屋
敷
が
取
り
巻
く
形
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
衛
＝
斯
波
氏
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
没
落
し

て
在
京
自
体
が
あ
ま
り
確
認
で
き
ず
、
甲
本
で
も
上
杉
本
で
も
鶏
合
わ
せ
の
場
面
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鶏
合
わ
せ
と
武
衛
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
伝
承
が

あ
り
、
京
都
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

甲
本
に
先
行
す
る
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
す
で
に
描
か
れ
、
京
都
の
春
を
表
象
す
る
画

像
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
倉
氏
が
注
文
し
た
屏
風
に
は
、

旧
主
で
あ
り
ゆ
か
り
の
深
い
邸
宅
と
い
う
意
味
で
描
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
当
時
す
で
に
武
家
邸
で
は
な
い
が
、
細
川
政
元
の
館
で
あ
っ
た
大
心
院
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
単
な
る
景
観
と
し
て
以
上
の
意
味
が
あ

る
。
細
川
氏
の
管
領
と
し
て
の
権
力
を
歴
史
的
に
象
徴
す
る
場
所
で
あ
り
、
高
国
が

養
子
と
し
て
そ
れ
を
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
必
要
な
画
像
で
あ
る
。
現
実
の

権
力
主
体
で
あ
る
細
川
邸
・
典
厩
邸
と
、
過
去
の
細
川
邸
で
あ
る
大
心
院
が
幕
府
を

囲
む
構
図
は
、
高
国
の
権
力
を
視
角
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。

公
家
の
邸
宅

公
家
邸
と
し
て
は
、
三
条
西
邸
、
二
条
邸
、
近
衛
邸
、
飛
鳥
井
邸
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

三
条
西
邸
（
写
真
10
）

も
っ
と
も
目
立
つ
の
は
、
右
隻
第
六
扇
に
鶯
合
わ
せ
の
光
景
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
三
条
西
邸
（「
三
て
う
に
し
と
の
」）
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
屋
敷
は
文

化
人
と
し
て
著
名
な
三
条
西
実
隆
の
居
所
で
あ
り
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
時
点

で
は
実
隆
自
身
も
健
在
だ
が
、す
で
に
出
家
・
隠
居
し
、当
主
は
子
の
公きん
え
だ条
で
あ
る〔
石

田
他
一
九
八
七
〕。
そ
し
て
、
門
内
に
描
か
れ
た
五
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
公
条
夫

妻
と
子
供
た
ち
と
考
え
れ
ば
、「
尊
卑
分
脈
」
の
系
図
と
一
致
し
、
比
定
が
可
能
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鶯
合
わ
せ
を
見
る
正
面
の
人
物
が
公
条
（
三
九
歳
）、
そ
の
後

ろ
が
嫡
男
の
実
世
（
一
五
歳
。
後
に
改
名
し
て
実
澄
、
実さね
枝き
）、
つ
づ
い
て
次
男
の

兼
成
、
女
子
（
六
歳
）、
そ
し
て
三
人
の
子
の
母
で
あ
り
公
条
の
妻
で
あ
る
女
性
（
甘

露
寺
元
長
の
娘
）、
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
は
珍
し
い
「
家
族
の
肖
像
」
と
言
え
、
筆
者
は
最
初
こ
の
三
条
西
家

が
発
注
者
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
家
族
の
た
め
に
洛
中
洛
外
の
全
体
を
描
か
せ

る
必
然
性
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
『
実
隆
公
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
家
計
の
逼
迫

ぶ
り
か
ら
み
て
費
用
の
負
担
も
無
理
で
あ
ろ
う
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
制
作
者

と
考
え
ら
れ
る
狩
野
元
信
と
の
接
点
も
大
永
五
年
一
一
月
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
か
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ら
（
（（
（

、
や
は
り
発
注
者
は
細
川
高
国
で
あ
り
、
京
都
を
彩
る
点
景
の
一
つ
と
し
て
、
高

国
の
政
権
下
で
公
家
も
栄
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
文
化
人
と
し
て
著
名

で
、
個
人
的
に
も
親
交
の
深
か
っ
た
三
条
西
一
家
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
顔

の
描
き
方
も
、
細
川
一
族
に
比
べ
る
と
、
や
や
類
型
的
で
個
性
が
乏
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

で
は
、
実
隆
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
想
像
を
あ
え
て
述
べ
れ

ば
、
左
隻
六
扇
の
上
方
、
桂
川
べ
り
の
臨
川
寺
付
近
で
酒
宴
を
張
る
一
行
（
写
真

11
）
は
、詳
し
く
見
る
と
、胴
服
姿
の
顎
髭
を
蓄
え
た
人
物
に
酒
を
勧
め
、舞
を
舞
っ

て
祝
福
し
て
い
る
光
景
で
あ
る
。
こ
の
髭
を
は
や
し
た
細
面
の
人
物
は
、
心
な
し
か

実
隆
の
肖
像
（
（（
（

に
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
周
囲
の
三
人
は
、
胴
服
姿
の
大
人
一
人

と
小
袖
姿
の
子
ど
も
二
人
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の
三
条
西
公
条
一
家
の
男
性
と
構
成
も

一
致
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
図
に
は
何
ら
か
の
物
語
が
あ
る
は
ず
で
、
そ

れ
は
先
行
す
る
屏
風
な
ど
に
あ
っ
た
全
く
別
の
物
語
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
こ
こ

で
は
、
前
年
に
古
稀
を
迎
え
た
実
隆
の
た
め
に
、
高
国
が
さ
り
げ
な
く
登
場
さ
せ
た

と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
、
こ
の
桂
川
べ
り
の
酒
宴
は
、
最
近
発
見
さ
れ
た
狩
野
永
徳
の
「
洛
外
名
所

遊
楽
図
屏
風
」〔
京
都
国
立
博
物
館
二
〇
〇
七
掲
載
〕
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
、
酒
を
勧
め
ら
れ
る
髭
の
男
性
、
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

舞
を
舞
う
（
と
い
う
よ
り
踊
る
）
男
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
さ
ら
に
、
狩
野
秀
頼
の
作
と
さ
れ
る
「
高
雄
観
楓
図
屏
風
」（
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
）
の
左
側
に
大
き
く
描
か
れ
た
酒
宴
の
一
行
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
や
は
り
踊
る
人
物
が
主
人
公
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の

右
側
の
胴
服
・
髭
の
人
物
の
前
に
だ
け
皿
や
食
べ
物
が
置
か
れ
て
い
る
の

は
、
こ
の
人
物
が
主
人
公
だ
っ
た
甲
本
の
画
像
を
踏
襲
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。近

年
紹
介
さ
れ
た
、狩
野
松
栄（
元
信
の
子
、永
徳
の
父
）作
と
さ
れ
る「
釈

迦
堂
春
景
図
屏
風
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
〔
京
都
国
立
博
物
館
二
〇
〇
七
掲

載
〕）
に
も
、
同
じ
よ
う
な
酒
宴
の
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
老
人
の
た
め
に

舞
う
（
踊
る
）
少
年
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
よ
り
鮮
明
で
あ
る
。

甲
本
の
作
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
継
承
関
係
は
、
こ

れ
ら
の
作
品
が
同
一
の
流
派
の
中
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。近

衛
邸
・
飛
鳥
井
邸
・
二
条
邸

そ
の
他
の
公
家
邸
と
し
て
は
、
左
隻
の
近
衛
邸
（
三
扇
・
写
真
１
左
下
）・

飛
鳥
井
邸
（
四
扇
）
と
、
右
隻
の
二
条
邸
（
三
扇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
衛
邸
に
つ
い
て
は
、
関
白
家
で
あ
り
、
庭
の
糸
桜
（
（（
（

が
有
名
だ
っ
た
た 

写真10　三条西邸

写真11　桂川べりの酒宴
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め
、
以
前
か
ら
京
都
の
表
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
近
衛
尚 

通
・
稙
家
父
子
は
細
川
高
国
周
辺
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
（
（（
（

。
館
の
中
を
見
る
と
、

右
側
の
建
物
に
は
誰
も
お
ら
ず
、
左
側
の
建
物
に
は
、
薬
師
寺
邸
と
同
じ
よ
う
に
、

笛
を
吹
く
小
姓
と
囃
す
男
性
が
描
か
れ
て
い
て
、「
留
守
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
（
写
真
12
）。
そ
し
て
当
主
の
近
衛
尚
通
・
稙
家
父
子
は
、
先
述
（
註
4
）
の

よ
う
に
、
幕
府
の
門
前
を
通
り
過
ぎ
る
一
行
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
13
）。

こ
の
関
白
父
子
の
画
像
は
、
新
御
所
の
将
軍
へ
関
白
が
挨
拶
に
来
る
、
と
い
う
意
味

と
共
に
、
近
衛
稙
家
が
関
白
に
な
っ
た
の
は
、
稙
国
の
家
督
継
承
と
同
じ
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）四
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、次
代
へ
の
継
承
と
し
て
平
仄
の
合
う
モ
チ
ー

フ
で
も
あ
る
。
典
厩
家
の
広
縁
に
並
ぶ
尹
賢
・
氏
綱
父
子
や
、
三
条
西
家
の
新
た
な

世
代
で
あ
る
公
条
の
家
族
と
共
に
、
次
の
世
代
の
繁
栄
を
言
祝
ぐ
画
像
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
と
言
え
よ
う
。　

飛
鳥
井
邸
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
な
意
味
は
特
に
な
く
、
こ
の
家
の
蹴
鞠
の
シ
ー

ン
を
描
く
こ
と
が
、
既
に
京
都
の
表
象
と
し
て
定
番
化
し
て
い
た
た
め
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

二
条
邸
に
つ
い
て
も
、
有
力
な
公
家
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
庭
園
が
「
龍
躍
池
」

と
呼
ば
れ
る
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
先
行
す

る
屏
風
に
す
で
に
描
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

写真12　近衛邸（「留守」の表現）

写真13　幕府門前を通る近衛氏の一行

写真14　絵師狩野元信の屋敷
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作
者
に
つ
い
て

最
後
に
、
甲
本
の
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

左
隻
五
扇
の
下
部
、
誓
願
寺
か
ら
東
に
入
る
通
り
に
は
、
屋
敷
の
中
で
扇
に
絵
付

け
を
す
る
絵
師
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
14
）。
斉
藤
研
一
氏
が
す
で
に
指
摘

し
て
い
る
が
〔
斉
藤
一
九
九
六
〕、
こ
の
通
り
は
「
狩か
の
の
ず
し

野
辻
子
」
と
呼
ば
れ
（
（（
（

、
屋
敷

の
構
造
は
、手
前
の
絵
師
が
描
か
れ
て
い
る
建
物
に
は
門
が
な
い
の
で
、そ
の
上
（
西

側
）
の
建
物
を
含
め
た
二
棟
が
、
狩
野
元
信
の
屋
敷
＝
工
房
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
二
棟
と
も
南
側
に
窓
を
開
け
て
い
る
の
が
や
や
珍
し
く
、
あ
る
い
は
ア
ト
リ
エ

と
し
て
の
採
光
の
必
要
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
絵
師
の
姿
と
、
狩
野
元
信
の
工
房
と
特
定
で
き
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
自
体
、
大
変
興
味
深
く
、
斉
藤
氏
は
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の

描
か
れ
た
絵
師
が
狩
野
元
信
で
あ
り
、
作
者
自
身
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

美
術
史
の
観
点
か
ら
も
、「
元
信
」
印
の
あ
る
洛
中
風
俗
を
描
い
た
扇
絵
の
存
在

や
、
漢
画
的
な
画
風
の
特
色
な
ど
か
ら
、
元
信
は
作
者
の
候
補
と
し
て
有
力
視
さ
れ

て
い
た
し
（
（（
（

、
も
し
甲
本
の
作
者
が
狩
野
派
以
外
だ
っ
た
と
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
狩
野

元
信
の
屋
敷
（
と
元
信
の
姿
）
を
描
き
こ
む
と
は
考
え
に
く
い
。

扇
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
元
信
が
毎
年
正
月
に
将
軍
へ
扇
を
献
上
す

る
佳
例
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
表
向
き
は
幕
府
を
中
心
と
し
た
秩
序
を
示

し
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
、
そ
の
一
方
で
、
自
ら
と
そ
の
工
房
の
姿
、
そ
し
て

扇
座
を
代
表
す
る
立
場
（
（（
（

を
描
き
込
ん
で
、
ひ
そ
か
な
自
己
主
張
を
行
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
甲
本
全
体
で
は
、
一
一
軒
も
の
扇
屋
が
描
か
れ
て
お
り
〔
斉
藤

一
九
九
六
〕、
と
り
わ
け
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
小
川
通
の
誓
願
寺
北
隣
の
扇
屋
は
、

東
博
模
本
と
歴
博
乙
本
に
も
描
か
れ
て
い
て
、
元
信
の
屋
敷
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、

元
信
が
よ
く
知
っ
て
い
る
店
の
実
景
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、

元
信
と
共
に
文
書
に
連
署
し
て
い
る
「
蓮
池
平
左
衛
門
尉
秀
明
」
の
店
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

元
信
は
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
当
時
五
〇
歳
で
、
狩
野
派
を
率
い
て
権
力
者
か

ら
の
受
注
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
甲
本
の
発
注
者
は
管
領

で
あ
っ
た
細
川
高
国
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
幕
府
御
用
絵
師
で
あ
る
元
信
に
制
作
さ

せ
る
の
は
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
。ま
た
、高
国
は
元
信
と
個
人
的
に
も
交
流
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
（
（（
（

。
あ
る
い
は
、高
国
ら
の
「
肖
像
」
を
描
き
込
ん
だ
屏
風
の
制
作
自
体
、

元
信
の
発
案
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
甲
本
に
描
か
れ
た
桂
川
べ
り
の
酒
宴
の
場
面
が
、
元
信

の
子
で
あ
り
永
徳
の
父
で
あ
る
狩
野
松
栄
や
、
元
信
の
孫
で
あ
る
狩
野
永
徳
、
元
信

の
次
男
ま
た
は
孫
と
さ
れ
る
狩
野
秀
頼
ら
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
後

述
す
る
よ
う
に
屏
風
全
体
と
し
て
も
、
東
博
模
本
、
上
杉
本
、
歴
博
乙
本
は
甲
本
か

ら
の
継
承
関
係
に
あ
っ
て
、
同
じ
工
房
な
い
し
画
派
の
中
で
作
ら
れ
て
い
っ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。　

さ
ら
に
付
け
足
せ
ば
、
甲
本
に
描
か
れ
た
細
川
典
厩
邸
で
輪りゅ
う
ご鼓
が
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、『
お
湯
殿
上
日
記
』
天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）
六
月
一
九

日
条
に
は
、
元
信
が
内
裏
の
小
御
所
の
絵
を
描
い
て
い
る
最
中
に
、
輪
鼓
の
芸
を
す

る
者
を
連
れ
て
き
て
芸
を
行
わ
せ
た
旨
の
記
事
が
あ
り
（
（（
（

、
元
信
は
輪
鼓
の
芸
人
と
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
〔
辻
一
九
九
四
〕。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
作
者
が
狩
野
元
信
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
動
か
し
難

い
と
思
わ
れ
る
。
甲
本
に
描
か
れ
た
狩
野
屋
敷
の
絵
師
は
、元
信
自
身
が
自
ら
を「
登

場
人
物
」
の
ひ
と
り
と
し
て
描
い
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

❷
そ
の
他
の
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
つ
い
て

前
章
で
は
、
甲
本
に
は
細
川
高
国
と
そ
の
政
権
を
担
う
人
々
が
個
人
を
特
定
で
き

る
形
で
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
屏
風
の
中
心
主
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
作

者
は
幕
府
御
用
絵
師
の
狩
野
元
信
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
続
く
洛
中
洛

外
図
屏
風
に
つ
い
て
も
、
同
じ
視
点
で
そ
の
「
登
場
人
物
」
に
つ
い
て
検
証
し
て
み

た
い
。
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1　

東
博
模
本

絵
画
の
主
題
―
細
川
邸

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
博
模
本
は
、
構
図
、
内
容
、
描
き
方
な

ど
の
面
で
甲
本
に
近
い
作
品
で
あ
る
。

時
代
的
に
は
、
幕
府
が
甲
本
の
「
柳
の
御
所
」
の
位
置
で
は
な
く
、「
花
の
御
所
」

の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
細
川
高
国
の
没
落
後
、
高
国
を
逐
っ
た
細
川

晴
元
（
細
川
政
元
の
養
子
の
ひ
と
り
で
あ
る
細
川
澄
元
の
子
）
に
よ
っ
て
、
京
都
に

復
帰
し
た
義
晴
の
た
め
に
御
所
が
作
ら
れ
た
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
以
後
と
さ
れ

る
。

す
な
わ
ち
、
東
博
模
本
は
細
川
晴
元
の
政
権
下
に
お
け
る
京
都
を
描
い
た
も
の
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
で
甲
本
の
場
合
と
同
様
に
、
ま
ず
権
力

の
中
枢
で
あ
る
細
川
邸
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
を
さ
が
し
て
み
る
と
、
甲
本
同
様
、

正
面
の
広
縁
の
上
に
座
る
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
（
写
真
15
）、
そ
の
左
か
ら
二
番

目
、
前
列
に
や
や
大
き
く
描
か
れ
た
人
物
が
細
川
晴
元
に
違
い
な
い
（
（（
（

。

「
典
厩
」
の
方
は
、
甲
本
と
は
異
な
っ
て
、
正
面
の
広
縁
の
上
に
は
人
物
が
描
か

れ
て
お
ら
ず
、
館
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
三
人
の
内
、
前
列
の
赤
い
服
を
着
た
人

物
が
当
主
（
細
川
晴
賢
）
か
と
思
わ
れ
る
が
、
個
人
を
特
定
し
た
描
か
れ
方
に
は
必

ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
。

幕
府
（
写
真
16
）
を
見
る
と
、
主
殿
の
中
に
座
っ
て
い
る
人
物
が
ひ
と
り
お
り
、

写真15　東博模本の細川邸と細川晴元
〔東京国立博物館蔵〕

写真16　東博模本の幕府（今出川御所。手前が室町通）
〔東京国立博物館蔵〕
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こ
れ
が
御
所
の
主
で
あ
る
将
軍
義
晴
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
甲
本
と
は
異
な
っ
て
、
顔

を
隠
さ
ず
に
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
「
登
場
人
物
」
か
ら
こ
の
屏
風
の
中
心
主
題
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は

り
新
た
に
京
都
を
治
め
、
将
軍
の
御
所
も
建
設
し
た
細
川
晴
元
の
政
権
と
、
そ
の
統

治
下
の
京
都
、
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
制
作
時
期
は
、
新
た
な
御
所
が
作
ら
れ

始
め
た
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）、な
い
し
政
情
不
安
の
た
め
に
一
時
中
断
し
た
後
、

最
終
的
に
完
成
し
て
義
晴
が
移
徙
な
い
し
還
御
し
た
天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
の

い
ず
れ
か
に
近
い
時
点
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

描
か
れ
た
幕
府
に
つ
い
て
（
写
真
16
）

次
に
、
東
博
模
本
に
描
か
れ
た
幕
府
が
現
実
の
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
き
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
幕
府
の
位
置
を
文
献
か
ら
検
討
し
た
高
橋
康
夫
氏

は
、
戦
国
期
に
は
花
の
御
所
に
居
住
し
た
将
軍
は
い
な
い
、
と
結
論
し
て
お
り
〔
高

橋
二
〇
〇
六
〕、
こ
こ
に
描
か
れ
た
幕
府
が
架
空
の
も
の
な
ら
、
当
然
絵
画
の
意
味

も
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

東
博
模
本
の
幕
府
は
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
中
で
唯
一
右
隻
（
六
扇
）
に
描

か
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
は
な
の
御
所
」
と
貼
紙
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
面

は
東
側
を
向
い
て
い
て
、
本
来
正
面
だ
っ
た
は
ず
の
室
町
通
は
裏
側
に
な
り
、
ま
た

南
側
に
あ
る
は
ず
の
庭
園
が
北
側
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
早
く
か

ら
気
づ
か
れ
て
い
て
〔
堀
口
一
九
四
三
な
ど
〕、
本
来
左
隻
に
あ
る
べ
き
幕
府
の
粉
本

を
、
そ
の
ま
ま
右
隻
に
持
っ
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

単
な
る
誤
り
と
言
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
御
所
は
何
を
描
い
た

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

義
晴
の
次
の
将
軍
で
あ
る
義
輝
は
、
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）・
同
一
七
年

（
一
五
四
八
）
の
上
洛
の
折
に
は
ま
ず
「
今
出
川
之
御
所
」・「
今
出
川
御
所
」
に
入
っ

て
お
り
（
（（
（

、
高
橋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
先
代
の
御
所
に
ま
ず
入
る

こ
と
で
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
先
代
義
晴
の
天
文
度
御
所
は
や
は
り
「
今
出
川
御
所
」
で
あ
る
、

と
い
う
見
解
は
筆
者
も
肯
定
し
た
い
。
そ
の
位
置
は
、
文
献
的
に
明
示
さ
れ
た
も
の

は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
今
出
川
御
所
」
の
名
称
が
手
が
か
り
な
の
だ
が
、
高
橋
は
、

幕
府
は
西
面
が
規
範
で
あ
る
と
し
て
、
今
出
川
通
（
こ
の
部
分
で
は
今
日
の
烏
丸
通

に
相
当
す
る
南
北
街
路
）
の
東
側
に
そ
の
位
置
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
前
章
で
甲
本
の
幕
府
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
義
政
・
義
尚
の
小
川
御

所
以
来
、
事
実
と
し
て
は
東
面
の
幕
府
が
存
在
し
て
お
り
、
甲
本
に
描
か
れ
た
義
晴

の
大
永
度
御
所
（「
柳
の
御
所
」）
も
東
面
で
あ
る
か
ら
、
応
仁
乱
後
は
、
事
実
上
そ

の
よ
う
な
規
範
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
み
な
せ
る
。

そ
こ
で
東
博
模
本
に
描
か
れ
た
御
所
を
見
る
と
、
位
置
は
「
花
の
御
所
」
だ
が
、

正
面
は
東
側
の
今
出
川
に
面
し
て
い
る
。
正
面
が
室
町
通
で
は
な
く
、
今
出
川
通
で

あ
る
た
め
に
、「
今
出
川
御
所
」
と
通
称
さ
れ
て
い
た
、
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
合

理
的
で
あ
ろ
う
。

東
博
模
本
の
絵
で
は
、
室
町
通
側
に
も
幕
府
の
塀
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
、
京
都
の
南
北
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
室
町
通
は
幕
府
の
移
転
後
は
民
家

が
立
て
込
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
、
甲
本
左
隻
下
端
に
描
か
れ
た
室
町
通
の

東
側
に
も
、
連
続
す
る
屋
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
大
永
度
の
義
晴
御

所
建
設
に
際
し
て
「
花
の
御
所
」
の
故
地
が
候
補
と
な
っ
た
よ
う
に
、
花
の
御
所
の

地
に
幕
府
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
主
張
は
根
強
く
あ
り
、
高
国
が
強
引
に
選
地
し
た

「
柳
の
御
所
」
へ
の
反
動
も
あ
っ
て
、
再
び
「
花
の
御
所
」
の
再
建
を
実
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
し
か
し
、
現
実
に
は
室
町
通
側
は
民
家
が
建
て
込
ん
で
い

て
（
（（
（

、
こ
れ
を
正
面
と
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
、
そ
し
て
応
仁
乱

後
の
例
に
よ
っ
て
、
東
側
の
今
出
川
通
を
正
面
と
し
た
、
つ
ま
り
、
義
晴
の
「
今
出

川
御
所
」
は
、
確
か
に
「
花
の
御
所
」
の
旧
地
に
つ
く
ら
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
に

は
再
開
発
が
困
難
な
部
分
を
避
け
て
、
主
に
そ
の
東
側
を
利
用
し
て
造
営
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
東
博
模
本
の
描
写
は
、
位
置
と
正
面
の
向
き
に
つ
い
て
は
正
し
い
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の
だ
が
、
少
な
く
と
も
西
側
は
現
実
の
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
現
実
の
描
写

と
い
う
よ
り
も
、粉
本
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、南
北
が
逆
転
す
る
こ
と
は
無
視
し
て
、

「
今
出
川
御
所
」
に
ふ
さ
わ
し
く
東
面
と
い
う
向
き
だ
け
を
揃
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

幕
府
の
描
写
は
、
内
容
的
に
は
松
の
姿
ま
で
上
杉
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
同

じ
粉
本
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
描
か
れ
た
建
物
に
つ
い
て
分
析
し
た
高
橋

康
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
現
実
の
花
御
所
の
建
築
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
は

考
え
に
く
」
く
、「
多
分
に
理
想
化
さ
れ
た
あ
る
い
は
概
念
化
さ
れ
た
将
軍
御
所
と

し
て
義
政
の
花
御
所
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
」〔
高
橋
二
〇
〇
六
〕
と

い
う
。
現
実
の
幕
府
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
何
ら
か
の
粉
本
に
よ
っ
て
、
表
象
と

し
て
の
幕
府
を
描
い
た
の
が
東
博
模
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
（（
（

。

な
お
、
本
来
の
「
花
の
御
所
」
の
粉
本
を
方
位
を
変
え
て
用
い
る
と
生
じ
る
問
題

の
一
つ
に
、東
北
の
鬼
門
除
け
に
置
か
れ
た
「
鎮
守
」
が
あ
る
が
、東
博
模
本
で
は
、

東
北
の
部
分
は
絵
の
欄
外
に
は
ず
し
、
模
本
に
描
か
れ
て
い
た
は
ず
の
鎮
守
は
、
該

当
部
分
の
右
隻
五
扇
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
に
確
認
は
で
き
な
い
が
、
六
扇
の
描
き

方
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
金
雲
で
隠
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
右

隻
へ
の
移
動
は
、
本
来
は
別
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
粉
本
の
利
用
と
い
う
安
易
な
方

法
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
不
用
意
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な

く
、
方
角
に
つ
い
て
生
じ
る
矛
盾
を
承
知
の
上
で
、
そ
れ
な
り
の
細
工
は
施
し
て
い

る
。東

博
模
本
が
構
図
の
上
で
甲
本
を
ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
な
が
ら
、
幕
府
を
あ
え
て
右

隻
に
移
動
さ
せ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
幕
府
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら

と
し
か
説
明
で
き
な
い
。
甲
本
の
構
図
が
、
細
川
邸
を
中
心
に
左
隻
を
描
く
も
の
で

あ
り
、
東
博
模
本
に
お
い
て
も
、
細
川
邸
を
中
心
に
描
く
と
い
う
目
的
が
変
わ
ら
な

い
以
上
、左
隻
に
描
い
た
の
で
は
下
方
に
大
き
く
は
み
出
し
て
し
ま
う「
花
の
御
所
」

は
、右
隻
に
移
動
さ
せ
る
し
か
描
く
方
法
が
な
か
っ
た
。初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
、

そ
の
構
図
の
共
通
性
か
ら
「
第
一
定
型
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
真
の
意
味
は
、

左
隻
に
は
「
幕
府
」
で
は
な
く
、
細
川
邸
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
、
す
な
わ
ち
「
第
一
定
型
」
の
左
隻
は
、
描
く
範

囲
が
右
隻
に
比
べ
て
著
し
く
北
に
偏
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
街
の
北
は
ず
れ
に

あ
っ
た
細
川
邸
を
中
心
主
題
と
し
て
描
く
―
し
か
も
、
祖
本
で
あ
る
甲
本
は
、
さ
ら

に
そ
の
北
側
に
あ
る
幕
府
も
描
く
―
と
い
う
必
要
性
か
ら
決
定
さ
れ
た
構
図
で
あ
る

こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
第
二
定
型
」
の
左
隻
が
二
条
城
を
中
心
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
政
治
的
な
中
心
、
新
た
な
「
名
所
」
と
し
て
描
く
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
あ
っ
た
と
共
に
、
南
北
の
方
向
に
お
い
て
、
京
都
西
部
の
中
心
に
位
置

す
る
た
め
、
こ
れ
を
画
面
の
中
心
に
す
る
と
納
ま
り
が
よ
い
こ
と
も
、
好
ん
で
描
か

れ
た
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
第
一
定
型
で
は
、
そ
れ
だ
け
無
理
を
し
て
細
川
邸
を

描
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
二
条
城
に
よ
っ
て
完
成
し
た
京
都

の
城
下
町
化
と
い
う
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
る
時
、
細
川
邸
―
特
に
幕
府
と
細
川
邸

が
合
体
し
て
い
た
甲
本
―
が
す
で
に
そ
の
指
向
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
位

置
的
に
も
や
や
限
界
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

武
家
の
邸
宅

以
上
、
細
川
邸
と
幕
府
に
つ
い
て
検
討
し
、
東
博
模
本
に
お
い
て
も
、
そ
の
中
心

主
題
は
、
細
川
氏
（
晴
元
）
と
そ
の
政
権
に
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。
次
に
、
甲
本

の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
主
題
に
反
す
る
画
像
が
な
い
か
を
、
他
の
「
登
場
人
物
」

や
、
描
か
れ
た
武
家
の
邸
宅
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

伊
勢
守
（
右
隻
六
扇
）

登
場
人
物
的
に
個
人
を
同
定
で
き
る
画
像
と
し
て
、
幕
府
の
東
向
か
い
（
写
真 

16
の
画
面
上
方
）
に
あ
る
「
伊
勢
守
殿
」
の
屋
内
に
座
る
人
物
を
挙
げ
ら
れ
る
。 

広
縁
に
従
者
と
思
わ
れ
る
人
物
を
二
人
従
え
、
左
側
か
ら
来
客
の
拝
礼
を
受
け
て 

い
る
人
物
が
館
の
当
主
に
違
い
な
く
、
天
文
度
義
晴
御
所
が
作
ら
れ
た
天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
な
い
し
一
一
年
（
一
五
四
二
）
の
伊
勢
氏
当
主
は
、
天
文
四
年

（
一
五
三
五
）に
父
貞
忠
に
代
わ
っ
て
政
所
執
事
と
な
っ
た
貞
孝
で
あ
る
。邸
宅
は
、

将
軍
御
所
と
同
じ
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
二
月
に
建
設
が
始
ま
り
、
同
年
一
一
月
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に
は
移
徙
し
て
い
る
た
め
（『
蜷
川
親
俊
日
記
』〔
今
谷
一
九
八
八
〕）、
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
そ
の
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
幕
府
を
「
花
の
御
所
」
の
位
置
―
そ
れ
は
伊
勢
氏
邸
の
近
く

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
―
に
幕
府
を
持
っ
て
く
る
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
の
伊
勢

氏
な
ど
の
幕
臣
グ
ル
ー
プ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
大
永
度
御
所
の
建
設
地
を
め
ぐ
っ
て

高
国
に
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
た
伊
勢
氏
ら
が
、
高
国
を
逐
っ
て
京

都
の
支
配
者
と
な
っ
た
晴
元
と
結
び
つ
き
、
従
来
の
主
張
を
実
現
さ
せ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
幕
府
が
「
花
の
御
所
」
の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
伊

勢
氏
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
セ
ッ
ト
関
係
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
、
晴
元
政
権
を
描
い
た
絵
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。

薬
師
寺
備
後
守
・
額
田
・
若
槻

も
う
一
人
、「
登
場
人
物
」
と
言
え
る
描
き
方
を
さ
れ
て
い
る
邸
宅
に
、
薬
師
寺

邸
（
左
隻
二
扇
）
が
あ
る
。

甲
本
と
同
様
、
細
川
邸
の
裏
に
位
置
し
、
細
川
氏
の
根
本
被
官
で
あ
っ
た
薬
師
寺

氏
の
邸
宅
は
、
東
博
模
本
で
は
「
薬
師
寺
備
後
守
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
今
谷

一
九
八
八
に
よ
れ
ば
、
備
後
守
は
こ
の
家
の
極
官
で
あ
り
、
甲
本
に
描
か
れ
た
国
長

は
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
戦
死
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
当
主
は
、
そ
の

跡
を
継
い
で
摂
津
守
護
代
と
な
っ
た
元
房
に
比
定
さ
れ
る
。
細
川
晴
元
の
側
近
で
あ

り
、晴
元
政
権
を
描
い
た
絵
と
し
て
も
ち
ろ
ん
矛
盾
は
な
い
。甲
本
と
は
異
な
っ
て
、

当
主
の
画
像
を
建
物
内
に
登
場
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
当
主
を
描
か
ず
に
笛

を
吹
く
小
姓
な
ど
を
描
く
と
い
う
、
甲
本
の
留
守
表
現
の
意
味
を
理
解
せ
ず
に
、
空

白
に
違
和
感
を
感
じ
て
描
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
先
述
の
よ
う
に
、
薬
師
寺
の
右
隣
に
描
か
れ
て
い
る
「
額
田
」
は
や
は

り
細
川
氏
の
根
本
被
官
で
あ
り
、
ま
た
左
隻
三
扇
の
「
わ
か
つ
き
殿
」
も
細
川
氏
の

家
臣
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
細
川
邸
を
取
り
巻
く
家
臣
の
屋
敷
群
は
、
晴
元
政
権
の

一
部
と
言
え
る
。

そ
の
他
の
武
家
邸
宅
の
意
味
―
「
石
橋
殿
」
な
ど

右
隻
三
扇
下
の
室
町
通
に
面
し
た
屋
敷
は
、
東
博
模
本
で
は
「
石
橋
殿
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
甲
本
で
は
闘
鶏
の
場
面
と
し
て
武
衛
＝
斯
波
氏
邸
が
描
か
れ
て
い
た
場

所
で
あ
る
。
甲
本
の
場
合
は
右
隻
四
扇
に
描
か
れ
て
い
た
た
め
、
春
（
三
月
三
日
）

の
年
中
行
事
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
東
博
模
本
で
は
、
幕
府
を
右
隻
に
移

動
さ
せ
て
第
六
扇
に
描
い
た
た
め
、
そ
の
他
の
部
分
が
順
に
右
へ
ず
れ
て
、
こ
の
屋

敷
は
第
三
扇
す
な
わ
ち
「
夏
」
の
場
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
第
四
扇
に

ず
れ
た
内
裏
は
、
正
月
の
儀
式
で
は
な
く
闘
鶏
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
こ

に
は
本
来
の
闘
鶏
を
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
闘
鶏
と
の
関
わ
り
で
描
か

れ
て
い
た
「
武
衛
」
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
石
橋

氏
は
足
利
一
族
の
名
門
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
活
動
が
見
う
け
ら

れ
ず
、
単
に
名
前
の
み
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
、武
家
邸
と
し
て
は
、右
隻
六
扇
の
「
畠
山
殿
」、左
隻
四
扇
の
「
仁
木
殿
」、

左
隻
六
扇
の
「
小
笠
原
殿
」
が
あ
る
。
畠
山
氏
に
つ
い
て
は
、
今
谷
一
九
八
八
に
よ

れ
ば
、
東
博
模
本
時
点
で
の
当
主
は
河
内
守
護
畠
山
稙
長
で
あ
り
、
天
文
一
四
年

（
一
五
四
五
）
に
病
死
し
、
跡
を
継
い
だ
政
国
は
、
翌
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）

に
晴
元
と
対
立
す
る
細
川
氏
綱
の
擁
立
を
は
か
っ
た
た
め
、
討
伐
を
受
け
て
京
都
の

邸
宅
も
破
脚
さ
れ
、
そ
の
結
果
上
杉
本
で
は
遊
女
街
が
描
か
れ
る
「
畠
山
の
辻
子
」

に
な
っ
た
、
と
理
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
文
八
年
な
い
し
一
一
年
の

時
点
で
は
、
畠
山
氏
は
晴
元
政
権
に
と
っ
て
不
都
合
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
言
え

る
。仁

木
氏
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
特
に
描
か
れ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
細
川

氏
と
祖
を
同
じ
く
す
る
足
利
一
族
で
あ
り
、
室
町
期
京
都
の
記
号
の
一
つ
と
し
て
名

が
挙
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
晴
元
政
権
を
主
題
と
す
る
絵
画
と
し
て
特
に

問
題
は
な
い
。   　

小
笠
原
氏
は
、
鎌
倉
期
に
阿
波
守
護
で
あ
り
、
三
好
氏
は
そ
の
後
裔
と
さ
れ
る
な

ど
、
細
川
氏
領
国
の
阿
波
や
三
好
氏
と
関
連
が
深
い
こ
と
が
描
か
れ
た
理
由
か
も
し

れ
な
い
。
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な
お
、
左
隻
六
扇
の
讃
州
館
（「
さ
ん
し
う
の
や
か
た
」）
は
、
手
前
に
描
か
れ
た

讃
州
寺
に
、
応
仁
乱
時
の
細
川
政
之
の
館
を
寺
に
し
た
と
い
う
由
来
が
あ
り
（『
京

都
坊
目
誌
』）、
実
体
と
し
て
の
武
家
館
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
細
川
政
之
は
阿

波
守
護
家
の
人
物
で
、
細
川
澄
元
の
伯
父
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
細
川
氏
や

阿
波
と
の
関
係
か
ら
描
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

消
さ
れ
た
画
像

甲
本
に
は
存
在
し
た
が
、
東
博
模
本
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
画
像
も
あ
る
。
前
章

で
見
た
よ
う
に
、
甲
本
の
左
隻
一
扇
に
は
、
義
晴
の
大
永
度
御
所
で
あ
る
「
柳
の
御

所
」
と
犬
追
物
が
描
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
晴
元
派
が
追
い
落
と
し
た
高

国
の
政
権
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
事
実
と
し
て
も
将
軍
御
所
は
「
花
の
御

所
」跡
地
に
移
転
し
て
い
る
か
ら
、東
博
模
本
で
は
当
然
描
か
れ
な
い
。
高
国
に
と
っ

て
権
力
の
歴
史
的
根
拠
で
あ
っ
た
旧
細
川
政
元
邸
の
大
心
院
は
、
晴
元
に
と
っ
て
も

先
々
代
に
あ
た
る
が
、
す
で
に
描
く
必
然
性
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
左

隻
一
扇
に
あ
っ
た
「
柳
の
御
所
」
や
犬
追
物
と
共
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
東
博
模
本
は
、
甲
本
の
構
図
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
新
た
な
、
し
か
し
同

種
の
主
題
で
あ
る
晴
元
政
権
の
姿
に
合
わ
せ
て
、
適
宜
加
工
を
施
し
て
作
成
し
た
も

の
と
言
え
る
。

作
者こ

の
よ
う
な
甲
本
と
の
継
承
関
係
か
ら
考
え
れ
ば
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ
流

派
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
狩
野
元
信
の
工
房
作
と
み
な
す
見
解
が
有
力
な
美
術

史
か
ら
の
見
解
と
も
一
致
す
る
。

甲
本
が
制
作
さ
れ
た
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
当
時
五
〇
歳
だ
っ
た
元
信
は
、
東

博
模
本
制
作
の
時
点
で
も
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
な
ら
六
四
歳
、
天
文
一
一
年

（
一
五
四
二
）な
ら
六
七
歳
で
健
在
で
あ
っ
た
。
細
川
高
国
が
没
落
・
敗
死
し
た
後
、

新
た
な
京
都
の
支
配
者
と
な
っ
た
細
川
晴
元
政
権
と
接
触
し
、
同
様
の
屏
風
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
た
か
、
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
晴
元
の
側
が
注
文
す
る
、
と
い
っ

た
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
場
合
、
少
な
く
と
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
狩
野
元
信
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実

際
の
制
作
に
は
元
信
自
身
は
ほ
と
ん
ど
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
東
博
模

本
に
は
、
甲
本
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
同
じ
絵
に
は
す
ま
い
と
し
て
敢

え
て
変
更
し
た
結
果
、
本
来
の
意
味
を
不
明
に
し
て
し
ま
っ
た
写
し
崩
れ
の
類
が
目

に
付
き
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
左
隻
三
扇
に
描
か
れ
て
い
る
「
七
の
社
」
は
、
甲
本
で
は
白
い
山
の
上
の
社
殿
に

女
性
が
一
人
参
詣
し
て
い
る
場
面
だ
が
、
東
博
模
本
で
は
男
性
三
名
に
な
っ
て
い

る
。
白
い
山
と
い
う
形
象
自
体
が
、
宇
多
天
皇
の
后
が
霊
夢
に
よ
っ
て
白
砂
を
盛

り
、
寵
愛
を
取
り
も
ど
し
た
、
と
い
う
伝
承
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
意

味
が
失
わ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

・
右
隻
一
扇
の
三
十
三
間
堂
は
、
甲
本
で
は
「
通
し
矢
」
の
場
面
だ
っ
た
が
、
東
博

模
本
で
は
単
に
弓
を
持
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。

・
幕
府
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
事
情
で
現
実
通
り
に
描
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
に
せ
よ
、
東
西
の
位
置
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
粉
本
を
無
造
作
に
挿
入
し
た

結
果
、
南
北
方
向
の
構
成
に
つ
い
て
は
あ
り
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
（
（（
（

。

・
細
川
邸
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
正
面
の
広
縁
に
い
る
「
主
人
公
」
で

あ
る
は
ず
の
晴
元
が
、
甲
本
の
よ
う
に
扉
を
背
に
す
る
象
徴
的
な
位
置
に
い
な

い
。
ま
た
、
広
縁
上
の
人
物
が
同
じ
よ
う
な
服
装
の
四
名
に
な
り
、
中
心
人
物
が

目
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。

・
細
川
邸
の
左
手
前
に
描
か
れ
た
、
緋
毛
氈
の
鞍
覆
い
を
付
け
た
馬
に
つ
い
て
も
、

二
頭
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
甲
本
と
同
じ
だ
が
、
甲
本
（
写
真
７
）
は
、
角
の

部
分
に
一
頭
ず
つ
振
り
分
け
て
描
き
、
屋
敷
の
角
が
下
馬
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
東
博
模
本
で
は
、
二
頭
と
も
前
に
出
て
し
ま

い
、
門
に
近
い
所
ま
で
馬
が
来
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
馬
は
甲
本
で
は
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生
き
生
き
と
し
た
動
き
の
あ
る
ポ
ー
ズ
で
あ
る
（
（（
（

の
に
対
し
、
東
博
模
本
で
は
動
き

が
な
い
。
東
博
模
本
で
は
、
細
川
邸
の
よ
う
な
中
心
部
分
に
つ
い
て
も
、
元
信
自

身
は
筆
を
執
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
甲
本
に
描
か
れ
て
い
た
狩
野
屋
敷
と
絵
師
の
像
は
、
東
博
模
本
で
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
や
は
り
、
本
人
だ
か
ら
描
き
込
め
た
「
自
画
像
」
だ
っ
た
と
見
な
し
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
屏
風
が
細
川
邸
を
中
心
と
し
、
細
川
晴
元
統
治
下
の
京
都
を
描
い
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
種
の
杜
撰
さ
や
、
邸
宅
と
人
名

の
い
く
つ
か
が
、
単
に
京
都
を
表
象
す
る
目
的
で
描
き
込
ま
れ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど

か
ら
考
え
る
と
、
屏
風
制
作
の
注
文
は
元
信
が
受
け
た
も
の
の
、
元
信
自
身
は
、
甲

本
を
元
に
い
く
つ
か
の
指
示
を
出
し
た
だ
け
で
、
絵
画
の
表
現
に
は
あ
ま
り
関
与
せ

ず
に
、
工
房
の
中
で
ほ
と
ん
ど
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。注

文
主
に
つ
い
て
も
、
細
川
晴
元
そ
の
人
で
は
な
く
、
辻
一
九
七
六
が
指
摘
す
る

よ
う
に
「
地
方
人
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
武
家
邸
宅
の
項
で
目
に
付
い
た

よ
う
に
、
阿
波
の
細
川
氏
や
三
好
氏
、
特
に
後
者
と
の
関
係
が
強
く
う
か
が
わ
れ
、

実
際
、
阿
波
の
守
護
所
勝
瑞
で
は
、
三
好
氏
に
よ
っ
て
京
都
風
の
館
が
営
ま
れ
だ
し

て
い
た
。
あ
た
か
も
一
乗
谷
の
場
合
と
同
様
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
求
め
て
領
国

の
首
都
作
り
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

　

2　

上
杉
本

上
杉
本
の
制
作
目
的
や
作
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
将
軍
足
利
義
輝
が
上
杉
謙

信
に
贈
る
た
め
に
狩
野
永
徳
に
作
ら
せ
、
そ
の
死
後
の
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
九

月
に
完
成
し
た
、
と
い
う
黒
田
日
出
男
の
説
〔
黒
田
一
九
九
六
〕
が
ほ
ぼ
定
説
化
し

て
い
る
。

そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
が
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
全
体
に
と
っ
て

祖
本
の
位
置
を
占
め
る
甲
本
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
継
承
し
た
東
博
模
本
に
つ
い

て
考
察
し
て
き
た
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
で
あ

る
上
杉
本
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

細
川
邸
（
左
隻
三
扇
）（
写
真
17
・
18
）

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
細
川
邸
で
あ
る
。
甲
本
・
東
博
模
本
の
左
隻
は
細
川
邸
を
中

心
主
題
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
正
面
に
は
京
兆
家
の
家
督
を
継
い
だ
当
主
が

肖
像
画
的
に
描
か
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
上
杉
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

細
川
邸
正
面
（
写
真
17
）
を
見
て
み
る
と
、座
っ
て
い
る
人
物
は
だ
れ
も
い
な
い
。

特
に
中
心
に
あ
る
扉
の
場
所
は
、
小
柄
な
女
性
と
思
わ
れ
る
人
物
が
右
手
で
示
し
、

向
き
合
っ
た
男
性
が
右
手
を
挙
げ
て
首
を
か
し
げ
た
よ
う
な
仕
草
を
し
て
い
る
。
館

の
当
主
と
見
な
せ
る
人
物
は
、
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。

年
代
的
に
見
て
も
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
に
細
川
晴
元
が
没
落
し
た
後
、

三
好
長
慶
と
組
ん
で
事
実
上
最
後
の
京
兆
家
家
督
を
継
い
だ
細
川
氏
綱
（
典
厩
尹
賢

の
子
で
高
国
の
養
子
）
は
、
い
っ
た
ん
こ
の
細
川
邸
に
入
る
も
の
の
、
天
文
二
二
年

（
一
五
五
三
）
以
前
に
淀
城
に
移
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
こ
の
館
は
使
用
さ
れ
た

形
跡
が
な
い
〔
今
谷
一
九
八
八
〕。
そ
の
上
、永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
は
、晴
元
・

氏
綱
が
共
に
死
去
し
て
い
る
た
め
、上
杉
本
が
制
作
さ
れ
た
永
禄
八
年（
一
五
六
五
）

に
は
、
細
川
邸
の
主
は
存
在
せ
ず
、
細
川
邸
自
体
が
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
か
、

荒
廃
し
き
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
現
実
で
は
な
い
過
去
の
細
川
邸
を
あ
え
て
描
い
て
い
る
こ

と
は
、「
過
去
の
権
力
で
あ
る
細
川
氏
の
凋
落
」
な
い
し
「
細
川
氏
管
領
の
不
在
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
す
こ
と
意
外
に
は
意
味
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み

に
、
典
厩
邸
の
方
は
、
広
縁
の
上
に
座
っ
た
人
物
が
い
て
鶯
合
わ
せ
と
思
わ
れ
る
二

つ
の
鳥
籠
を
見
て
い
る
場
面
だ
が
、
こ
れ
も
当
然
現
実
の
も
の
で
は
な
く
、
細
川
邸

を
描
い
た
都
合
上
、
適
当
な
図
を
描
い
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。

甲
本
・
東
博
模
本
で
は
、
細
川
邸
の
左
手
前
の
角
に
、
緋
毛
氈
の
鞍
覆
い
を
付
け

た
馬
が
二
頭
描
か
れ
、
身
分
の
高
い
武
家
が
次
々
と
来
訪
す
る
様
を
示
し
て
い
た
こ
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と
を
先
述
し
た
が
、
上
杉
本
の
同
じ
場
所
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
は
金
雲
で
隠
さ
れ

て
お
り
、し
か
も
ま
さ
に
そ
の
場
所
か
ら
、上
杉
謙
信
の
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
（
写

真
18
左
下
）。
こ
の
行
列
が
向
か
う
先
は
幕
府
（
花
の
御
所
）
で
あ
り
、
そ
の
行
列

の
先
頭
に
、
緋
毛
氈
鞍
覆
い
の
馬
が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
19
右
端
）。

つ
ま
り
こ
の
変
化
は
、
細
川
邸
に
は
す
で
に
身
分
の
高
い
訪
問
者
は
な
く
、
代
わ

り
に
謙
信
が
幕
府
へ
の
訪
問
者
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
謙
信
が
細
川
氏

に
代
わ
っ
て
新
た
な
管
領
に
就
任
す
る
、
と
い
う
義
輝
の
願
望
を
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

幕
府
（
花
の
御
所 

左
隻
四
・
五
扇
）（
写
真
19
）

で
は
、
も
う
一
つ
の
重
要
場
面
で
あ
っ
た
幕
府
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

幕
府
に
描
か
れ
た
建
物
な
ど
の
景
観
は
、
東
博
模
本
の
幕
府
す
な
わ
ち
天
文
度
義

晴
御
所
＝
今
出
川
御
所
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
粉
本
に
基
づ
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
上
杉
本
で
は
、
御
所
の
向
き
は
西
側
の
室
町
通
が
正
面
で

あ
り
、
こ
の
点
が
東
博
模
本
（
今
出
川
御
所
）
と
異
な
っ
て
い
て
、
本
来
の
西
側
を

正
面
と
し
た
「
花
の
御
所
」
そ
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
省
略
な
し
に
隅
々

に
わ
た
る
ま
で
全
体
を
描
き
出
し
、
ま
た
細
川
邸
よ
り
も
大
き
く
描
い
て
、
そ
れ
が

写真17　上杉本の細川邸正面
〔米沢市上杉博物館蔵〕

写真18　上杉本の細川邸と謙信の行列
〔米沢市上杉博物館蔵〕

写真19　上杉本の幕府（花の御所）
〔米沢市上杉博物館蔵〕
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中
心
的
な
画
題
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
て
も
い
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
室
町
通

な
ど
の
部
分
は
町
屋
が
建
て
込
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
り
、
東
西
一
町
南
北
二
町
の
敷

地
全
体
を
使
っ
た
幕
府
は
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
景
観
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
義
輝

は
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
か
つ
て
の
斯
波
邸
（
武
衛
）
跡
に
二
条
御
所
の
建
設

を
始
め
て
お
り
、
当
時
幕
府
は
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。

す
な
わ
ち
、
上
杉
本
に
描
か
れ
た
幕
府
は
、
理
想
と
し
て
の
花
の
御
所
で
あ
り
、

上
杉
謙
信
の
行
列
や
、
主
を
失
っ
た
細
川
邸
と
同
様
に
、
幕
府
の
復
興
を
夢
見
る
義

輝
の
幻
想
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
甲
本
や
東
博
模
本
が
「
主

人
公
」
を
描
い
て
い
た
よ
う
に
、
御
所
の
主
で
あ
る
将
軍
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
見
で
は
、
主
殿
の
左

側
に
あ
る
会
所
の
広
縁
を

歩
く
人
物
（
四
扇
と
五
扇

の
折
れ
目
右
側
）
に
描
か

れ
た
、
朱
色
の
素
襖
を
着

た
人
物
が
義
輝
で
あ
る

（
写
真
20
）。
二
人
を
両

脇
に
従
え
、
前
方
と
後
方

に
も
従
者
が
控
え
る
こ
の

人
物
は
、
描
か
れ
た
こ
の

幕
府
の
中
で
抜
き
ん
で
た

扱
い
を
さ
れ
て
お
り
、
他

に
は
中
心
人
物
ら
し
き
存

在
は
見
あ
た
ら
な
い
。
義

輝
の
肖
像
画
は
、
一
三
回

忌
の
時
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
る
が
（
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
蔵
）、
こ
の
人
物
の
容
貌
は
、
髭
が
豊
か
で
そ
れ
に
似
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
画
中
で
は
、
謙
信
来
訪
の
知
ら
せ
を
受
け
て
面
会
に
赴
く
場
面
、
と
い
う

設
定
な
の
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。

武
衛
（
右
隻
六
扇
） 

上
杉
本
に
は
、も
う
一
つ
の
幕
府
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
隻
六
扇
に
描
か
れ
た「
武

衛
」
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
か
ら
建
設
さ
れ
、
上
杉
本
の
作
ら
れ
た
永
禄
八

年
（
一
五
六
五
）
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
現
実
の
幕
府
の
所
在
地
で
あ
り
、
瀬
田

勝
哉
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
幕
府
と
細
川
邸
に
し
か
描
か
れ
な
い
緋
毛
氈

鞍
覆
い
の
馬
が
二
頭
描
か
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
が
幕
府
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
、
門

前
の
闘
鶏
の
場
面
に
描
か
れ
た
少
年
は
か
つ
て
の
義
輝
（
天
文
一
五
年
に
一
一
歳
で

元
服
し
将
軍
と
な
っ
た
菊
幢
丸
）、
集
団
の
右
側
に
立
つ
髭
の
人
物
は
父
義
晴
、
と

さ
れ
る
〔
瀬
田
一
九
九
四
〕。
そ
の
背
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
石
垣
を
持
つ
本
格

的
な
城
郭
で
あ
っ
た
二
条
御
所
〔
高
橋
二
〇
〇
一
〕
で
は
な
く
、
一
般
的
な
武
家
屋

敷
ら
し
き
邸
宅
―
甲
本
の
、
当
時
既
に
現
実
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
武
衛
邸

と
、
東
博
模
本
で
武
衛
邸
の
位
置
に
描
か
れ
た
「
石
橋
殿
」
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
た

よ
う
な
、
し
か
も
な
ぜ
か
庭
園
を
北
向
き
に
変
更
し
た
屋
敷
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に

し
て
も
現
実
の
描
写
で
は
な
く
、
周
囲
の
基
調
で
あ
る
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）

以
前
の
景
観
を
偽
装
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
上
杉
本
の
矛
盾
、
す
な
わ
ち
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
制
作
さ
れ

た
絵
で
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
そ
の
当
時
の
現
実
を
描
く
こ
と
は
せ
ず
、
約
二
〇

年
前
の
景
観
を
基
本
と
し
、
し
か
も
そ
こ
に
幻
想
と
し
て
の
理
想
像
を
盛
り
込
ん
だ

こ
と
の
無
理
が
現
れ
て
い
る
。
存
在
し
な
い
花
の
御
所
を
理
想
化
し
て
描
き
、
そ
こ

に
義
輝
が
住
ん
で
い
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
現
実
に
幕
府
が
あ
る
武
衛
の
場
所
に
実

際
の
様
子
を
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、
過
去
の
武
衛
の
鶏
合
わ
せ
の
場
面
と
し
て
自
分

た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
実
の
年
代
を
優
先
す
る
か
、
基
調
と
し
た

景
観
の
年
代
を
優
先
す
る
か
と
い
う
、
歴
博
甲
本
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
が

写真20　上杉本幕府（花の御所）内の足利義輝
〔米沢市上杉博物館蔵〕
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起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

描
か
れ
た
景
観
の
年
代

こ
こ
で
、
上
杉
本
に
描
か
れ
た
景
観
が
、
制
作
さ
れ
た
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）

こ
ろ
の
京
都
で
は
な
く
、そ
れ
よ
り
も
以
前
、多
く
は
今
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、

天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
に
細
川
晴
元
が
没
落
す
る
以
前
の
姿
で
あ
る
こ
と
に
注

意
し
て
み
た
い
。
今
谷
氏
が
作
成
年
代
を
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
に
絞
り
込
ん

だ
説
は
、
三
好
邸
に
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
御
成
御
門
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
破
綻
が
あ
る
こ
と
と
、
景
観
年
代
と
制
作
年
代
を
十
分
区
別
し
て
い
な
か
っ

た
点
に
問
題
が
あ
り
、
ま
た
上
杉
謙
信
の
行
列
と
い
う
主
題
の
発
見
に
よ
っ
て
制
作

目
的
が
特
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
否
定
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
上
杉
本
が
永

禄
八
年
（
一
五
六
五
）
の
制
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
に
お

い
て
そ
れ
よ
り
二
〇
年
近
く
前
の
景
観
を
描
い
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
十
分
に
説

明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
上
杉
本
を
孤
立
し
た
作
品
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
い
、
他
の

初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
の
比
較
を
十
分
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
特
に
共
通
の
祖

本
で
あ
る
歴
博
甲
本
の
制
作
目
的
と
作
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
こ

か
ら
の
継
承
関
係
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
。

本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
歴
博
甲
本
の
中
心
主
題
は
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
の
細
川
高
国
政
権
の
姿
で
あ
り
、
屏
風
の
構
図
も
、
当
然
細
川
氏
館

を
中
心
と
し
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
都
合
よ
く
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
た
。
幕
府
に
つ
い
て
も
、
細
川
邸
と
並
ぶ
位
置
に
あ
り
、
向
き
も
同
じ
東
面
で

あ
っ
た
た
め
に
、
細
川
邸
中
心
の
描
き
方
で
問
題
な
か
っ
た
。

東
博
模
本
は
、
や
は
り
時
の
細
川
氏
の
政
権
を
中
心
主
題
と
す
る
た
め
、
甲
本
の

構
図
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
が
、
幕
府
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
位
置
に
、
操
作
を

加
え
た
上
で
無
理
に
描
き
込
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
上
杉
本
だ
が
、左
隻
で
は
、細
川
邸
や
上
部
の
名
所
を
小
さ
く
し
な
が
ら
、

「
花
の
御
所
」
を
下
部
に
押
し
込
ん
だ
形
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
中
心
主
題
で
あ
る

「
上
杉
謙
信
の
行
列
」
を
描
く
た
め
に
、
東
西
方
向
の
線
を
右
上
が
り
に
変
更
し
て

い
る
が
、
基
本
的
な
構
図
自
体
は
甲
本
の
ま
ま
、
す
な
わ
ち
、「
細
川
屏
風
」
と
し

て
作
ら
れ
た
構
図
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
当
時
現
実
に
は
存
在
せ
ず
、「
そ

こ
に
権
力
は
な
い
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
以
外
に
は
描
く
意

味
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
細
川
邸
を
そ
の
ま
ま
描
く
こ
と
を
選
択
し
た
時
点

で
、
当
時
の
現
実
を
描
く
こ
と
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
ら
が
造
営
し

居
住
し
て
い
る
二
条
御
所
を
描
か
せ
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
現
実
に
は
存
在
し
な
い
、

本
来
そ
う
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
花
の
御
所
」
を
描
か
せ
、
絵
の
中
で
は
自
ら

も
そ
こ
に
「
住
ん
だ
」
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
自
分
が
造
り
住
ん
で
い
る
二
条
御
所
は

本
来
そ
う
あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
自
己
否
定
で
あ
り
、
義
輝
自
身
の
意

図
は
と
も
か
く
、
客
観
的
に
見
れ
ば
そ
れ
は
政
治
的
な
敗
北
宣
言
に
他
な
ら
な
い
。

絵
と
し
て
も
、
現
実
に
義
輝
が
住
む
二
条
御
所
を
中
心
と
し
た
屏
風
に
な
っ
て
い

な
い
の
み
な
ら
ず
、
幻
想
と
は
言
え
中
心
主
題
で
あ
る
は
ず
の
幕
府
（
花
の
御
所
）

を
本
当
に
中
心
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
な
ら
、
幕
府
を
裏
側
か
ら
描
く
こ
と
に
な
る

こ
の
向
き
で
は
な
く
、
後
年
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
左
隻
も
西

側
か
ら
見
た
構
図
で
描
け
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
構
図
を
作
る
こ
と

は
せ
ず
、
細
川
邸
を
描
く
た
め
に
作
ら
れ
た
甲
本
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
と

い
う
方
法
で
上
杉
本
は
作
ら
れ
た
。
発
注
者
で
あ
る
義
輝
の
み
な
ら
ず
、
絵
師
永
徳

も
ま
た
、
旧
来
の
屏
風
に
依
拠
し
た
作
品
し
か
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
東
博
模
本
で
も
そ
う
な
の
だ
が
、
訪
問
客
が
幕
府
の
裏
側
か
ら
出
入

り
す
る
と
い
う
、
あ
り
得
な
い
光
景
を
描
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
正
し
く
表
の
門

か
ら
出
入
り
し
て
い
る
の
は
甲
本
の
み
で
あ
り
、
上
杉
本
で
は
、
謙
信
の
行
列
と
幕

府
が
中
心
主
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
列
の
行
き
先
が
幕
府
の
ど
の
門
な
の

か
が
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
甲
本
で
は
表
門
の
あ
る
面
の
角
に
描

か
れ
て
い
た
緋
毛
氈
鞍
覆
い
の
馬
は
、
上
杉
本
の
幕
府
で
も
二
頭
描
か
れ
て
い
る



［洛中洛外図屏風歴博甲本の成立と初期洛中洛外図屏風諸本］……小島道裕

339

が
、
本
来
あ
り
得
な
い
裏
側
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
場
所
も
、
裏
門
に
近
い

意
味
の
な
い
部
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
東
博
模
本
以
降
、
つ
ま
り
歴
博
甲
本

を
除
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
で
正
し
い
絵
を
描
こ
う
と
い
う
意
志
が
失
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

景
観
年
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
上
杉
本
は
、
そ
の
時
代
と
主
題
に
見
合
っ
た
構
図

を
作
ら
ず
に
、
細
川
邸
を
中
心
に
描
い
た
細
川
氏
時
代
の
屏
風
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

た
た
め
、
基
本
的
な
内
容
は
細
川
氏
時
代
の
も
の
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
三
好
邸
や
松
永
邸
な
ど
、
同
時
代
の
要
素
と
し
て
あ
え
て
盛
り
込
ん
だ
若
干
の

例
外
を
除
い
て
―
そ
し
て
そ
の
彼
ら
に
義
輝
は
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
―

上
杉
本
が
今
谷
氏
の
言
う
「
京
都
・
一
五
四
七
年
」
の
絵
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ

れ
故
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
歴
博
甲
本
の
よ
う
な
、
ま
さ
に
作

ら
れ
つ
つ
あ
る
新
し
い
御
所
の
姿
を
描
き
、
次
の

世
代
の
繁
栄
を
祝
福
し
よ
う
と
す
る
、
現
実
と
将

来
を
描
こ
う
と
し
た
前
向
き
の
姿
勢
は
全
く
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

3　

歴
博
乙
本

上
杉
本
に
至
っ
て
、
歴
博
甲
本
以
来
の
「
権
力

者
と
そ
の
都
市
」
を
描
く
絵
画
と
し
て
の
洛
中
洛

外
図
屏
風
は
、
京
都
の
権
力
自
体
が
衰
退
す
る
と

共
に
、主
題
と
現
実
が
乖
離
し
、方
向
性
を
見
失
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
道
は
、
新
た

な
権
力
の
登
場
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
新
た
な
現
実

を
描
く
か
、
あ
る
い
は
、
権
力
者
の
施
設
は
単
な

る
記
号
と
し
て
現
実
と
乖
離
す
る
に
任
せ
、
も
っ

ぱ
ら
名
所
と
都
市
の
風
俗
を
描
く
方
向
に
向
か
う

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
後
者
の
方
向
で
作
ら
れ
た
の
が

歴
博
乙
本
で
あ
る
。

制
作
目
的

乙
本
の
構
図
や
描
か
れ
た
範
囲
は
甲
本
等
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
特
に
上
杉

本
と
は
、
幕
府
の
位
置
や
描
写
の
向
き
ま
で
同
じ
で
あ
る
。

細
川
邸
も
描
か
れ
て
お
り
、
正
面
の
広
縁
に
は
座
る
人
物
が
四
名
い
る
が
（
写
真

21
）、
だ
れ
が
中
心
か
は
定
め
が
た
い
。
そ
も
そ
も
画
面
全
体
の
中
で
の
比
重
が
小

さ
く
、
こ
れ
を
中
心
主
題
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
典
厩
邸
は
描
か
れ

て
い
な
い
（
（（
（

。

写真21　歴博乙本の細川邸

写真22　歴博乙本の幕府（花の御所）
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幕
府
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
（
写
真
22
）、
位
置
は
「
花

の
御
所
」
で
あ
り
、
西
北
側

か
ら
描
き
、
描
写
の
「
勝 

手
」
が
右
上
が
り
で
あ
る 

こ
と
も
、
上
杉
本
と
共
通
す

る
。
上
杉
本
で
の
勝
手
の
選

択
、
と
い
う
よ
り
甲
本
・
東

博
模
本
か
ら
の
変
更
は
、
中

心
主
題
が
細
川
邸
か
ら
上
杉

謙
信
の
行
列
へ
変
わ
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
乙
本
の
勝
手
が
上
杉
本

と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
す

な
わ
ち
乙
本
が
上
杉
本
を
参

考
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋

康
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
上
杉
本

と
乙
本
に
は
、
共
通
の
誤
り

が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
〔
高
橋

一
九
八
八
〕、
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
歴
博
乙
本
が
上
杉
本
よ
り
も
新
し
い
作
品
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
上
杉
本
以
後
で
あ
る
以
上
、
幕
府
は
瓦
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
当
然
で
は
あ
る
が
、
幕
府
の
中
に
主
人
公
的
な
人
物
像
は
見
あ
た
ら
ず
、
ま
た
幕

府
が
画
面
全
体
の
中
に
占
め
る
比
重
も
、
細
川
邸
同
様
に
小
さ
く
目
立
た
な
い
。

少
な
く
と
も
、
細
川
邸
と
幕
府
を
中
心
に
見
る
限
り
、
乙
本
に
は
、
他
の
三
本
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
見
出
し
が
た
い
。
全
体
の
中
で
の
や
や
目

立
っ
た
描
写
と
し
て
は
、
二
条
邸
が
か
な
り
大
き
く
描
か
れ
、
当
主
と
思
わ
れ
る
人

物
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
（
（（
（

や
、
内
裏
の
左
義
長
の
様
子
も
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
こ

と
、
甲
本
や
東
博
模
本
に
は
な
い
御
霊
神
事
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
で

き
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
武
家
よ
り
も
公
家
・
朝
廷
関
係
に
比
重
が
置
か
れ
て
い

る
の
は
、
現
実
の
武
家
権
力
を
描
こ
う
と
し
て
い
な
い
以
上
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
歴
博
乙
本
は
、
他
の
三
本
の
よ
う
な
権
力
者
の
た
め
に
制
作
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
風
俗
画
・
名
所
絵
的
な
方
向
性
を
持
っ
た
絵
画
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
、
江
戸
期
に
盛
行
す
る
そ
の
よ
う
な
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
さ
き
が
け
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

制
作
年
代

乙
本
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
甲
本
と
上
杉
本
の
中
間
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が

〔
小
林
一
九
八
七
な
ど
〕、
先
述
の
よ
う
に
、
上
杉
本
と
の
関
係
か
ら
見
て
上
杉
本
以

降
と
判
断
で
き
る
し
、
描
か
れ
た
風
俗
の
内
容
か
ら
も
、
制
作
年
代
が
下
が
る
と
い

う
見
解
が
い
く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
〔
斉
藤
一
九
九
六
、
澤
田
二
〇
〇
四
な
ど
〕。
こ

の
点
に
つ
い
て
筆
者
も
一
例
を
加
え
れ
ば
、
先
述
の
よ
う
に
、
甲
本
・
東
博
模
本
で

は
、
細
川
邸
の
左
手
前
に
は
緋
毛
氈
鞍
覆
い
の
馬
が
二
頭
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

乙
本
で
は
こ
の
二
頭
に
混
じ
っ
て
、
虎
皮
の
鞍
覆
い
を
付
け
た
馬
が
一
頭
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
23
）。
室
町
幕
府
の
規
範
に
お
い
て
は
、
虎
皮
の
鞍
覆
い
は
意
味
を
な

さ
な
い
が
、
江
戸
期
に
作
ら
れ
た
屏
風
絵
で
は
、
有
力
な
武
家
は
虎
皮
の
鞍
覆
い
で

表
象
さ
れ
て
お
り
（
（（
（

、
両
者
が
混
じ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
乙
本
は
、
過
渡
期
的
な
表
現

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

室
町
幕
府
（
花
の
御
所
）
や
細
川
邸
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
一
応
中
世

京
都
の
景
観
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
新
た
な
定
型
が
な
い
た
め
に
旧
来
の
構
図
を
用

い
、
京
都
を
表
象
す
る
記
号
の
ひ
と
つ
と
し
て
描
い
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
が
実
在

し
た
時
期
の
作
品
と
は
見
な
し
が
た
い
。
そ
れ
以
外
の
建
物
に
つ
い
て
も
、
た
と
え

ば
百
万
遍
知
恩
寺
の
よ
う
に
、
天
文
法
華
の
乱
（
一
五
三
六
）
で
焼
け
る
以
前
と 

緋毛氈鞍覆いと虎皮鞍覆いの混在
写真23　歴博乙本の細川邸門前
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思
わ
れ
る
、
上
杉
本
よ
り
も
古
い
景
観
が
混
ざ
っ
て
い
る
が
、
風
俗
的
な
面
に
関
し

て
は
制
作
時
に
近
い
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
従
っ
て
制
作
年
代

は
一
六
世
紀
末
、
安
土
桃
山
時
代
こ
ろ
の
作
と
す
る
の
が
妥
当
な
所
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
京
都
の
新
た
な
権
力
を
象
徴
す
る
聚
楽
第
が
完
成
し
た
の
は
天
正
一
五
年

（
一
五
八
七
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
大
幅
に
下
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
、
一
応

一
五
八
〇
年
代
こ
ろ
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

作
者乙

本
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
描
写
の
特
徴
か
ら
、
元
信
の
子
で
あ
る
松
栄
の
周
辺

に
求
め
る
意
見
が
強
い
。
馬
淵
二
〇
〇
六
は
、
御
用
絵
師
と
し
て
の
仕
事
は
元
信
か

ら
孫
の
永
徳
に
受
け
継
が
れ
、
一
方
で
松
栄
の
工
房
が
次
男
の
宗
秀
に
継
承
さ
れ

て
、
よ
り
私
的
な
注
文
に
よ
る
制
作
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
が
、
乙
本
は
政
治

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
希
薄
な
こ
と
か
ら
、
甲
本
な
ど
の
よ
う
に
御
用
絵
師
が
権
力
者

の
注
文
を
受
け
て
制
作
し
た
作
品
と
い
う
よ
り
も
、
私
的
な
立
場
で
の
注
文
で
あ
る

可
能
性
が
高
く
、
狩
野
松
栄
―
宗
秀
の
工
房
に
よ
る
作
品
で
あ
れ
ば
、
描
か
れ
た

内
容
と
も
辻
褄
が
合
う
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
四
本
に
つ
い
て
、
年
代
・
作
者
等
の
現
時
点
で
の

推
定
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

名
称

制
作
年
代

制
作
者

発
注
者

歴
博
甲
本

一
五
二
五
年

狩
野
元
信

細
川
高
国

東
博
模
本

一
五
四
〇
年
代

狩
野
元
信
周
辺

細
川
晴
元
周
辺

上
杉
本

一
五
六
五
年

狩
野
永
徳

足
利
義
輝

（
上
杉
謙
信
宛
）

歴
博
乙
本

一
五
八
〇
年
代
こ
ろ

狩
野
松
栄
・
宗
秀
周
辺

？
（
非
権
力
者
）

お
わ
り
に
―
権
力
者
と
そ
の
都
市
の
屏
風
、な
い
し「
首
都
図
屏
風
」の
展
開
―

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）、
土
佐
光
信
に
よ
っ
て
初
め
て
描
か
れ
た
洛
中
洛
外
図

屏
風
は
、
お
そ
ら
く
内
裏
や
幕
府
も
含
め
た
京
都
の
「
名
所
」
と
町
、
そ
し
て
四
季

と
年
中
行
事
な
ど
を
主
題
と
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）、
細
川
高
国
と
狩
野
元
信
に
よ
っ
て
、
権
力
者
の
居
所
を

中
心
に
、
そ
の
事
績
を
顕
彰
す
る
も
の
と
し
て
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
が
生
み
出
さ
れ

た
。そ

の
背
景
に
は
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
町
の
部
分
に
描
き
込
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
、
近
世
に
向
か
っ
て
勃
興
す
る
都
市
と
し
て
の
京
都
の
充
実
が
あ
り
〔
小

島
二
〇
〇
七
ａ･

ｂ
〕、
ま
た
一
六
世
紀
に
お
け
る
細
川
氏
の
政
権
、
特
に
細
川
高
国

は
、
京
都
と
い
う
都
市
を
治
め
る
領
主
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
そ
こ
に
幕
府
を
は

じ
め
と
す
る
政
治
的
な
中
心
地
を
営
も
う
と
す
る
意
志
、
す
な
わ
ち
一
種
の
城
下
町

化
の
指
向
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
歴
博
甲
本
は
、
屏
風
の
中
核

に
自
分
た
ち
の
「
肖
像
」
を
入
れ
た
細
川
邸
や
幕
府
の
姿
を
描
き
、
そ
の
下
で
統
治

さ
れ
る
都
市
を
描
い
た
と
言
え
よ
う
。

高
橋
康
夫
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
川
通
は
細
川
邸
を
中
心
と
し
た
城
下
町
的

な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
と
言
え
る
〔
高
橋
二
〇
〇
六
〕。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
都
市

の
多
く
は
、未
だ
政
治
的
な
中
心
地
と
経
済
的
な
中
心
地
が
融
合
し
て
お
ら
ず
、往
々

に
し
て
二
元
的
な
構
造
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
〔
小
島
二
〇
〇
五
〕、
京
都

に
つ
い
て
も
、
政
治
権
力
の
所
在
地
で
あ
る
上
京
と
、
そ
の
要
素
を
持
た
ず
に
専
ら

町
人
に
よ
っ
て
発
達
し
た
下
京
に
分
離
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
も

あ
り
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
、
左
隻
・
右
隻
に
そ
の
両
者
を
配
分
し
て
、
京
都
全
体

を
一
種
の
城
下
町
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
都
市
図
屏
風
と
し
て
の

甲
本
が
、
そ
の
後
城
下
町
系
の
都
市
図
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
意

味
で
自
然
で
あ
る
。
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甲
本
の
構
図
は
、
東
博
模
本
を
経
て
上
杉
本
・
歴
博
乙
本
に
至
る
初
期
洛
中
洛
外

図
屏
風
す
べ
て
に
受
け
継
が
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
狩
野
永
徳
が
信
長
の
命
に

よ
っ
て
（
あ
る
い
は
永
徳
が
信
長
に
持
ち
か
け
て
）
描
い
た
安
土
図
屏
風
も
、「
其

の
一
に
は
新
し
い
都
市
と
、
他
の
一
に
は
安
土
山
の
不
落
の
城
を
」
描
い
た
屏
風
で

あ
っ
た
と
さ
れ
（
（（
（

、
や
は
り
甲
本
以
来
の
、
権
力
者
の
居
所
と
町
を
別
隻
に
す
る
構
図

を
と
っ
て
い
た
。
都
市
自
体
が
な
お
両
者
の
接
合
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、こ
の
段
階
に
な
る
と
、権
力
者
の
「
肖
像
」
は
す
で
に
描
か
れ
な
く
な
っ

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
新
た
に
作
ら
れ
た
城
自
体
が
権
力
者
を
表
象
し
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
城
と
共
に
新
た
な
都
市
自
体
を
建
設
し
た
権
力
と
、
細
川
氏

の
場
合
の
よ
う
な
、
京
都
と
い
う
既
存
の
都
市
で
累
代
の
館
や
建
築
様
式
を
踏
襲
し

な
が
ら
支
配
を
行
っ
た
権
力
と
の
差
が
現
れ
て
も
い
る
。

聚
楽
第
図
屏
風
は
、
一
種
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
左
隻
相
当
部
分
と
考
え
ら
れ
る

が
、「
城
館
中
心
の
左
隻
」
と
い
う
構
図
は
踏
襲
し
な
が
ら
、
安
土
図
屏
風
と
お
そ

ら
く
は
同
様
に
、
圧
倒
的
に
城
の
比
重
が
大
き
く
、
ま
た
個
人
の
肖
像
を
描
き
込
む

必
要
の
な
い
屏
風
に
変
貌
し
て
い
る
。
制
作
は
、
狩
野
永
徳
の
嫡
男
で
秀
吉
の
公 

式
絵
画
を
多
く
手
が
け
た
狩
野
光
信
周
辺
か
と
さ
れ
て
い
る
が
〔
武
田
二
〇
〇
二
な

ど
〕、
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
絵
師
が
自
画
像
を
描
く
余
地
は
な
い
。

江
戸
図
屏
風
に
至
る
と
、
城
と
都
市
は
完
全
に
融
合
し
、
屏
風
自
体
も
、
左
隻
・

右
隻
に
権
力
者
の
居
所
と
町
を
割
り
振
る
と
い
う
構
図
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
一
方
、
江
戸
図
屏
風
の
「
主
人
公
」
で
あ
る
家
光
は
、
既
に
城
と
町
の
建
設
者

自
身
で
は
な
い
た
め
、
城
を
自
ら
の
表
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ふ
た
た
び
主
人

公
自
身
の
像
が
屏
風
の
中
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
単
純
な
景
観
で
は
な
く
、
主

人
公
の
事
績
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
は
、
甲
本
へ
の
一
種
の
先
祖
返
り
と
も
言
え
る
。

家
光
の
事
績
の
一
つ
と
し
て
描
か
れ
た
「
檜
物
屋
御
鞭
打
」（
左
隻
第
六
扇
）
の
場

面
な
ど
に
、
甲
本
に
お
い
て
細
川
高
国
が
描
か
せ
た
犬
追
物
の
遠
い
記
憶
を
読
み
と

る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
近
世
都
市
の
建
設
が
一
段
落
し
た
一
七
世
紀
中
葉
に
は
、
都
市
の
建
設

や
支
配
を
誇
示
す
る
こ
の
よ
う
な
屏
風
自
体
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
完
成
し

た
近
世
都
市
を
継
承
し
た
支
配
者
た
ち
の
関
心
は
、
よ
り
現
実
的
な
都
市
行
政
に
移

り
、
鳥
瞰
図
の
屏
風
絵
に
代
わ
っ
て
、
詳
細
な
平
面
図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
（
（（
（

。
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
に
始
ま
っ
た
「
権
力
者
と
そ
の
統
治
す
る
都
市
」
の

屏
風
―
そ
れ
が
首
都
を
治
め
た
領
主
の
屏
風
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
事
実

上
「
首
都
図
屏
風
」
と
も
言
え
る
―
は
、
日
本
に
お
け
る
「
都
市
の
時
代
」
が
幕

を
開
け
定
着
す
る
ま
で
の
間
―
そ
れ
は
近
世
社
会
が
中
世
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ

て
形
を
整
え
る
ま
で
の
間
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
―
、
権
力
と
結
び
つ
い

た
狩
野
派
を
中
心
に
描
き
続
け
ら
れ
た
一
連
の
作
品
で
あ
っ
た
。

一
方
、
権
力
者
の
た
め
で
は
な
く
、
よ
り
広
汎
な
需
要
に
応
え
て
作
ら
れ
て
い
っ

た
の
は
、
都
市
を
名
所
や
新
し
い
風
俗
の
場
と
し
て
描
い
た
屏
風
で
あ
る
。
洛
中
洛

外
図
屏
風
は
、
そ
の
後
大
衆
化
し
て
政
治
的
な
事
物
の
比
重
が
下
が
っ
て
い
く
が
、

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
本
来
の
姿
に
戻
っ
た
と
も
言
え
、歴
博
乙
本
は
そ
の「
は
し
り
」

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
甲
本
以
下
の
「
権
力
者
と
そ
の
都
市
」
を
描

い
た
屏
風
に
お
い
て
も
、
政
治
的
な
部
分
以
外
で
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
常
に
そ

の
よ
う
な
指
向
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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註（
1
）　

三
条
西
実
隆
に
こ
の
屏
風
の
存
在
を
教
え
た
甘
露
寺
元
長
は
、
実
隆
の
従
兄
弟
か
つ
嫡
子
公

条
の
舅
で
あ
り
、
ま
た
水
藤
一
九
八
九
に
は
、
甘
露
寺
氏
が
朝
倉
氏
と
姻
戚
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
指
摘
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、こ
の
屏
風
は
甘
露
寺
邸
経
由
で
越
前
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　

京
都
が
地
方
都
市
や
地
方
武
家
館
の
規
範
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
島
二
〇
〇
五
を

参
照
。

（
3
）　

幕
府
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
高
橋
二
〇
〇
六
の
よ
う
に
、
こ
の
絵
の
場
所
が
現
実
か
ど
う
か

を
疑
問
視
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
4
）　

こ
の
一
行
は
、
主
人
と
思
わ
れ
る
先
頭
の
二
人
が
侍
烏
帽
子
で
は
な
く
風
折
烏
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
い
て
身
分
が
高
く
、ま
た
顔
を
白
く
塗
っ
て
い
る
こ
と
〔
マッ
ケ
ル
ウ
ェ
イ　

二
〇
〇
三
〕、

そ
し
て
後
述
の
よ
う
に
近
衛
邸
が
「
留
守
」
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
白
近
衛
氏

父
子
の
一
行
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
顔
の
年
齢
観
か
ら
見
て
、
先
頭
が
父
の
尚
通
、
二
番
目

が
稙
家
で
あ
ろ
う
。
徒
歩
な
の
が
や
や
不
自
然
に
も
思
え
る
が
、
第
二
扇
の
典
厩
邸
前
に
は
、

こ
ち
ら
に
急
い
で
牽
か
れ
て
く
る
馬
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
角
の
下
馬
所
か
ら
は
騎
馬
で
帰

る
、
と
い
う
想
定
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
将
軍
邸
と
細
川
邸
は
門
前
を
騎
乗
し
て
通
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
表
現
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
5
）　

こ
の
一
行
は
、
先
頭
を
歩
く
白
面
の
少
年
は
、
紐
を
横
に
長
く
伸
ば
し
た
長なが
こ
ゆ
い

小
結
の
烏
帽
子

を
被
る
先
導
の
小
者
と
解
釈
さ
れ
〔
下
坂
二
〇
〇
三
〕、
二
番
目
の
緑
色
の
素
襖
を
着
た
髭
の

人
物
が
主
人
、
三
番
目
の
素
襖
の
人
物
は
、
右
手
に
太
刀
を
持
っ
て
い
る
の
で
太
刀
持
ち
の
従

者
と
判
断
で
き
る
。
近
衛
氏
の
一
行
と
同
様
に
特
定
の
人
物
を
描
い
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
成
案
を
得
な
い
。

（
6
）　

こ
の
風
景
を
、
水
藤
一
九
九
九
は
面
会
を
待
つ
来
客
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
供
待
ち
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
将
軍
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
供
の
人
数
を
減
ら
し
、
そ
こ
に
残
し
て
い
く
光
景

は
、
近
世
江
戸
城
の
登
城
風
景
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、「
江
戸
登
城
図
屏
風
」（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
所
蔵
）
に
そ
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
岩
淵
令
治
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（
7
）　
「
細
川
系
図
」（『
続
群
書
類
従
』
巻
第
一
一
四
）、「
系
図
纂
要
」。
典
厩
邸
の
当
主
が
細
川
尹

賢
に
当
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
田
他
一
九
八
七
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
）　

後
述
の
よ
う
に
、
高
国
な
ら
ば
出
家
後
の
姿
で
あ
り
、
口
髭
を
生
や
し
て
い
る
こ
と
は
や
や

違
和
感
が
あ
る
が
、
顎
髭
は
足
利
義
満
像
な
ど
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
他
、
明
ら
か
な
口
髭
も
、

禰
寝
重
長
（
一
五
三
六
～
一
五
八
〇
）
の
例
が
あ
る
〔
宮
島
一
九
九
六
〕
の
で
、
不
都
合
で
は

な
い
。

（
9
）　
『
実
隆
公
記
』
同
日
条
に
よ
れ
ば
、こ
の
日
の
晩
頭
に
高
国
の
出
家
を
世
間
の
う
わ
さ
で
知
っ

て
仰
天
し
、
確
か
め
た
所
、
か
ね
て
支
度
し
稙
国
に
跡
を
譲
っ
た
た
め
と
聞
い
て
「
然
ら
ば
穏

便
珍
重
」
と
安
堵
し
て
い
る
。
秘
か
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
後
述
す
る
屏
風
制
作

の
依
頼
も
、
こ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

邸
内
で
主
人
に
付
き
従
う
少
年
と
思
わ
れ
、
本
稿
で
は
「
小
姓
」
と
し
て
い
る
。
典
厩
邸
他

に
も
描
か
れ
、
通
常
は
小
袖
袴
姿
だ
が
、
こ
の
場
面
で
は
、
主
人
の
服
が
素
襖
で
あ
る
こ
と
に

対
応
し
て
、
一
ラ
ン
ク
上
の
肩
衣
袴
を
着
用
し
て
い
る
。
近
藤
好
和
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

（
11
）　
『
実
隆
公
記
』に
よ
れ
ば
、一
〇
月
二
二
日
に「
黄
疸
所
労
以
て
の
外
」と
聞
い
て
人
を
遣
わ
し
、

翌
日
は
死
亡
の
記
事
で
あ
る
。
呪
詛
の
儀
が
現
形
し
て
、
若
杉
と
い
う
陰
陽
師
が
囚
え
ら
れ
た

と
い
い
、
不
自
然
な
急
死
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
12
）　
「
大
永
元
年
辛
丑
三
月
七
日
、公
方
（
義
稙
）
細
川
御
中
不
和
ニ
成
、･･･

故
法
住
院
殿
（
義
澄
）

御
子
赤
松
ア
ツ
カ
リ
申
テ･･･

御
元
服
ア
リ
義
晴
ト
名
付
奉
ル
、
同
（
大
永
五
年
の
誤
）
八
月

ヨ
リ
三
条
ノ
御
所
ヲ
上
京
ヘ
引
、
今
ノ
柳
ノ
御
所
ヲ
営
立
ラ
ル
ゝ
、」

（
13
）　
『
親
長
卿
記
』文
明
九
年（
一
四
七
七
）正
月
一
〇
日
条
。井
原
今
朝
男
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

（
14
）　
「
在
河
合
社
東
北
、
伝
言
、
慈
照
院
義
政
公
之
時
、
於
斯
処
有
犬
追
物
云
、」（『
雍
州
府
志
』）

（
15
）　
『
尚
通
公
記
』
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
一
一
月
一
六
日
条

有
犬
追
物
、
京
兆
張
行
云
々
、
二
手
犬
云
々
、
珍
敷
作
法
云
々
、･･･

桟
敷
可
相
構
之
由
、

度
々
申
間
、
亜
相
（
近
衛
稙
家
）
令
見
物
、

（
16
）　
『
二
水
記
』
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
二
月
二
四
日
条

午
時
、
右
京
兆
馬
場
犬
追
物
令
見
物
了
、

（
17
）　

こ
の
他
、『
伊
勢
貞
助
雑
記
』
は
、「
大
永
一
年
」（
一
五
二
二
）
三
月
五
日
の
も
の
を
挙
げ

て
い
る
が
、
将
軍
か
ら
直
垂
を
賜
っ
た
と
い
う
こ
の
記
事
は
、『
後
鑑
』
は
大
永
五
年
三
月
五

日
の
条
に
挙
げ
て
お
り
、
あ
る
い
は
大
永
五
年
の
も
の
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
二

水
記
』
で
は
「
於
右
京
兆
馬
場
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
の
も
の
は
、
場
所
は
細
川
邸
内
の
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
、『
足
利
季
世
記
』
は
、
高
国
に
つ
い
て
述
べ
た
項
で
、「･･･

又
武
芸
ヲ
心
ロ
カ
ケ
、

射
礼
ノ
法
ヲ
中
興
シ
、
子
息
六
郎
種
（
稙
）国
ニ
命
シ
テ
上
ノ
馬
場
ニ
テ
犬
追
物
ヲ
ト
リ
行
ヒ･･･

」

と
あ
り
、
高
国
は
、
犬
追
物
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
18
）　

甲
本
は
上
杉
本
な
ど
に
比
し
て
四
季
の
景
物
を
規
則
正
し
く
描
く
と
さ
れ
る
が
〔
武
田

一
九
七
八
、二
〇
〇
二
〕、
将
軍
邸
や
近
衛
邸
の
庭
は
、
本
来
冬
の
場
面
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
花
が
咲
い
て
い
る
。
船
岡
山
を
含
め
て
、
後
の
上
杉
本
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
題

の
部
分
で
あ
る
ゆ
え
に
意
図
的
に
変
更
し
た
も
の
と
み
な
せ
る
。

（
19
）　

貼
紙
は
な
い
が
、
上
杉
本
と
同
じ
闘
鶏
の
場
面
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
場
所
が
後
に
義
輝
の
二

条
勘
解
由
小
路
幕
府
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
武
衛
」
＝
斯
波
邸
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

貼
紙
の
な
い
邸
宅
は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
に
も
特
定
の
武
家
屋
敷
と
し

て
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）　
『
実
隆
公
記
』
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
一
一
月
一
二
日
条
に
、
息
子
の
公
条
が
高
倉
範
久

朝
臣
の
媒
介
で
「
鹿
野
」（
狩
野
元
信
）
を
呼
び
、「
二
枚
屏
風
」
を
描
か
せ
て
い
る
。
同
日
の

『
二
水
記
』
に
も
記
述
が
あ
り
、そ
れ
が
「
松
竹
梅
」
の
（
お
そ
ら
く
水
墨
画
の
）
屏
風
で
あ
り
、
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「
筆
勢
絶
妙
」「
見
物
衆
各
悦
目
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
公
家
に
顧
客
層
を
広
げ
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
辻
一
九
九
四
な
ど
〕。
甲
本
は
、
こ
の
時
ま
で
に
は
お

よ
そ
完
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
21
）　

な
お
、
甲
本
が
三
条
家
に
伝
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
明
確
な
史
料
は
未
だ
見
つ
か
っ
て

い
な
い
が
、
三
条
西
家
が
介
在
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
は
三
条

西
家
に
与
え
ら
れ
る
目
的
で
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
中
心
主
題
で
あ
っ
た
稙
国

の
不
慮
の
死
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
の
結
果
、
本
来
の
使
用
目
的
（
お
そ
ら
く
関
係
者
の
祝
賀

の
席
で
の
使
用
）
が
果
た
せ
な
く
な
り
、
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
三
条
西
家
が
屏

風
を
も
ら
う
結
果
に
な
っ
た
、
と
い
う
線
を
考
え
て
み
た
い
。

（
22
）　

土
佐
光
信
筆
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
東
京
国
立
博
物
館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『
時
を
超
え
て
語
る
も
の
―
史
料
と
美
術
の
名
宝
―
』
二
〇
〇
一
年
、
な
ど
に
写
真
掲
載
。

（
23
）　

こ
の
糸
桜
は
、
足
利
義
満
が
「
小
木
」
を
所
望
し
、
花
の
御
所
に
植
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

後
の
将
軍
邸
に
も
踏
襲
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。〔
小
島
二
〇
〇
〇
ｂ
〕

（
24
）　

近
衛
尚
通
は
、
室
の
徳
大
寺
家
を
通
じ
て
、
高
国
の
母
と
は
縁
戚
で
も
あ
っ
た
〔
鶴
崎

一
九
七
四
〕。
ま
た
後
年
の
こ
と
だ
が
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
は
近
衛
稙
家
の
妹
が
義

晴
に
嫁
い
で
も
い
る
。

（
25
）　

山
本
二
〇
〇
六
。
最
も
古
い
時
期
の
刊
行
地
図
で
あ
る
寛
永
一
八
年
以
前
の
「
平
安
城
元
立

売
ヨ
リ
九
条
迄
町
并
之
図
」
な
ど
で
は
「
か
の
殿
づ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　

武
田
一
九
八
三
、
辻
一
九
七
六
・
一
九
九
四
な
ど
。
山
本
二
〇
〇
六
は
、「
元
信
工
房
の
手
に

な
る
」
と
理
由
抜
き
で
叙
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
玉
蟲
一
九
九
六
な
ど
、
土
佐
派
と
考
え
る

説
も
近
年
ま
で
存
続
し
て
い
る
。

（
27
）　
『
古
画
備
考
』
所
引
文
書
〔
辻
一
九
九
四
〕。
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
五
月
廿
七
日
に
、「
永

明
院
并
扇
庫
（
座
カ
）中
申
」、
と
し
て
、
相
続
人
数
以
外
の
非
分
の
族
を
停
止
す
べ
き
旨
の
請
文
を
、

蓮
池
平
左
衛
門
尉
秀
明
と
共
に
連
署
し
て
お
り
、
当
時
扇
座
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
28
）　

元
信
に
対
し
て
「
墨
を
相
阿
弥
に
問
え
」
と
諭
し
た
人
物
を
高
国
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
、

高
国
の
十
三
回
忌
の
肖
像
も
伝
元
信
筆
と
さ
れ
る
〔
山
本
二
〇
〇
六
〕。

（
29
）　
「
か
の
（
狩
野
）
り
う
こ
（
輪
鼓
）
ひ
く
物
つ
れ
て
ま
い
り
て
、
つ
ね
の
御
所
の
御
庭
に
て

ひ
か
せ
ら
る
ゝ
。
ち
か
こ
ろ
み
事
な
る
事
也
。
か
の
に
小
御
所
に
て
御
ゑ
か
き
候
つ
ゐ
で
に
一

ふ
し
ま
わ
せ
ら
る
ゝ
、」

（
30
）　

な
お
、
甲
本
で
は
、
広
縁
の
上
の
人
物
は
三
人
で
、
当
主
で
あ
る
稙
国
は
そ
の
中
央
か
つ
館

の
扉
を
後
ろ
に
背
負
う
位
置
に
座
っ
て
い
た
の
だ
が
、
東
博
模
本
で
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
は

崩
れ
て
い
る
。
東
博
模
本
は
明
ら
か
に
甲
本
を
下
敷
き
に
し
て
作
っ
た
作
品
だ
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
こ
の
種
の
本
来
の
意
味
を
踏
ま
え
な
い
写
し
崩
れ
が
見
ら
れ

る
。

（
31
）　
『
言
継
公
記
』
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
正
月
二
五
日
条

今
日
左
馬
頭
殿
、
御
元
服
以
後
始
而
御
参
内
也
、
従
慈
照
寺
五
過
時
分
出
京
云
々
、
先
今

出
川
之
御
所
へ
御
成
候
、

同
一
七
年
（
一
五
四
八
）
六
月
七
日
条

武
家
御
両
所
（
義
晴
・
義
輝
）
近
衛
殿
、聖
護
院
殿
、大
覚
寺
殿
等
、自
坂
本
御
上
洛
云
々
、

路
次
今
路
也
、
於
慈
照
寺
御
盃
参
云
々
、
辰
下
刻
、
今
出
川
御
所
へ
御
上
洛
也
、

（
32
）　

こ
の
こ
と
で
、
京
兆
権
力
の
下
で
幕
府
と
細
川
邸
を
一
体
化
す
る
高
国
の
構
想
が
挫
折
し
た

結
果
、
室
町
幕
府
体
制
の
下
で
安
定
し
た
政
治
的
中
心
地
を
京
都
に
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
、
政
治
権
力
を
中
核
と
し
た
都
市
の
再
編
成
は
、
織
豊
政
権
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
傀
儡
の
将
軍
を
立
て
て
そ
の
御
所
を
作
り
自
ら
の

政
権
の
基
盤
と
す
る
、
と
い
う
や
り
方
は
信
長
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
お
り
、
高
国
を
信
長
権
力

の
先
駆
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
高
国
政
権
が
存
続
し
た
な
ら
、
京
都

の
近
世
都
市
化
（
城
下
町
化
）
も
よ
り
漸
進
的
に
行
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
33
）　
「
賦
引
付
并
徳
政
方
」
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
一
〇
月
一
八
日
に
「
花
御
所
御
地 

上
中
筋
紺
屋
乗
蓮
」
の
表
現
が
あ
る
（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
下
巻
』
所
収
）〔
森
田

一
九
八
三
、
高
橋
二
〇
〇
六
〕。
な
お
、
甲
本
左
隻
三
扇
下
、
す
な
わ
ち
「
花
の
御
所
」
北
部

の
一
ブ
ロ
ッ
ク
西
側
に
は
、
紺
屋
と
思
わ
れ
る
染
め
物
の
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
「
紺

屋
乗
蓮
」
の
姿
を
髣
髴
さ
せ
る
。

（
34
）　

た
だ
し
、
内
部
の
塀
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
（
甲
本

の
よ
う
な
）
塗
り
壁
で
は
な
く
、「
鰭
板
」
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
『
大
館
常
興
日
記
』
天

文
八
年
（
一
五
三
九
）
閏
六
月
一
日
条
か
ら
知
ら
れ
、
東
博
模
本
・
上
杉
本
は
板
塀
に
描
か
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
細
部
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
幕
府
に
合
わ
せ
て
も
い
る
。

（
35
）　

七
の
社
に
つ
い
て
は
、
小
島
二
〇
〇
七
ｂ
で
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
四
本
す
べ
て
の
画
像
を

比
較
し
た
。

（
36
）　

た
だ
、
上
杉
本
で
は
、
二
条
邸
や
武
衛
邸
で
、
庭
園
を
北
側
に
描
い
て
い
る
例
が
あ
り
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

（
37
）　

元
信
の
自
筆
が
確
実
な
作
と
し
て
、
甲
本
と
同
じ
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
の
絵
馬
が
あ
り

〔
山
本
二
〇
〇
六
〕、
細
川
邸
前
の
甲
本
の
馬
と
よ
く
似
て
い
る
。

（
38
）　

こ
の
他
の
「
登
場
人
物
」
と
し
て
、
近
衛
邸
の
門
を
出
よ
う
と
す
る
、
立
烏
帽
子
に
朱
色
の

狩
衣
を
着
た
後
ろ
向
き
の
人
物
を
、
近
衛
前
久
に
比
定
で
き
る
。
甲
本
に
描
か
れ
た
近
衛
稙
家

の
子
で
、
足
利
義
輝
と
は
従
兄
弟
に
当
た
り
、
謙
信
と
の
盟
友
関
係
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

や
は
り
謙
信
の
到
着
を
聞
い
て
、
花
の
御
所
に
出
向
く
所
、
と
い
う
設
定
だ
ろ
う
。

（
39
）　

な
お
、
細
川
邸
の
右
側
、
甲
本
で
幕
府
が
あ
っ
た
部
分
は
金
雲
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
馬
場
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
近
世
の
考
証
図
で
あ
る
「
中
昔
京
師
地
図
」
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
所
蔵
写
本
で
は
、
こ
の
付
近
に
「
大
馬
場
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
「
柳
の
御
所
」

が
な
く
な
っ
た
後
、
そ
こ
が
馬
場
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）　

た
だ
し
、
上
杉
本
で
も
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
中
心
主
題
で
あ
る
こ
と
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を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
41
）　

た
と
え
ば
、
二
条
城
へ
の
寛
永
行
幸
（
一
六
二
六
年
）
を
描
き
、
時
期
的
に
も
大
き
な
差
は

な
い
と
思
わ
れ
る
歴
博
Ｃ
本
は
、
京
都
所
司
代
屋
敷
前
の
、
い
わ
ば
管
領
細
川
氏
邸
と
同
じ
意

味
を
も
つ
場
所
に
、
虎
皮
の
鞍
覆
い
を
付
け
た
馬
を
描
い
て
い
る
。
先
述
の
「
江
戸
登
城
図
屏

風
」
で
も
、
各
大
名
の
行
列
に
は
、
各
一
頭
の
虎
皮
鞍
覆
い
の
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
42
）　
『
耶
蘇
会
史
・
日
本
の
部
』
一
六
六
〇
年
発
行
、
浜
田
耕
作
「
安
土
山
屏
風
に
つ
い
て
」『
仏

教
美
術
』
18
号
、
一
九
三
一
年
。『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
別
巻
之
一
「
天
正
遣
欧
使
節
関

係
資
料
一
」
に
全
文
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）　
「
寛
永
洛
中
絵
図
」
や
元
禄
年
間
の
「
堺
大
絵
図
」
な
ど
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
〔
小

島
二
〇
〇
七
ａ
〕。
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史
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史
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史
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史
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〇
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史
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―
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〇
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Ｐ
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図
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か
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美
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史
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お
お
い
に
笑
う
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河
野
元
昭
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先
生
の
た
め
の
日
本
美
術
史
論
集
―
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

宮
島
新
一 

一
九
九
六
『
肖
像
画
の
視
線
―
源
頼
朝
像
か
ら
浮
世
絵
ま
で
―
』
吉
川
弘
文
館

森
田
恭
二 

一
九
八
三 �「
花
の
御
所
と
そ
の
周
辺
の
変
遷
」『
日
本
歴
史
の
構
造
と
展
開
』、
山
川 

出
版
社
、
中
世
公
家
日
記
研
究
会
編
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』

一
九
九
二
年
、
和
泉
書
院

　
　
　

 　

一
九
九
四
『
戦
国
期
歴
代
細
川
氏
の
研
究
』、
和
泉
書
院

山
田
康
弘 

二
〇
〇
〇
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
将
軍
』
吉
川
弘
文
館

山
本
英
男 
二
〇
〇
六
『
初
期
狩
野
派
（
日
本
の
美
術
四
八
五
）』
至
文
堂

米
沢
市
上
杉
博
物
館　

二
〇
〇
一
『
国
宝
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』 

【
付
記
】

本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
二
七
日
～
五
月
六
日
に
国
立
歴
史
民 

俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
企
画
展
示
「
西
の
み
や
こ 

東
の
み
や
こ
―
描
か
れ
た
中
近
世
都

市
―
」
に
際
し
て
の
検
討
、
お
よ
び
そ
の
後
の
館
内
で
の
検
討
を
元
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
久
保
純
一
氏
、
岩
淵
令
治
氏
、
お
よ
び
当
館
客
員
教
員
だ
っ
た
近
藤
好
和

氏
か
ら
多
く
の
示
唆
と
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
ま
た
総
研
大
日
本
歴
史
研
究
専
攻
の
西
山
剛
氏
に
御

協
力
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
三
〇
日
～
一
一
月
一
一
日
の
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
公
開
」（
例

年
文
化
の
日
前
後
に
開
催
）に
お
い
て
新
た
な
見
解
を
展
示
パ
ネ
ル
お
よ
び
解
説
シ
ー
ト
で
紹
介
し
、

こ
れ
に 

先
立
つ
記
者
発
表
を
行
っ
た
他
、『
歴
博
』
一
四
五
号
（
同
年
一
一
月
）、『
友
の
会
ニ
ュ
ー

ス
』
一
三
四
号
（
同
）
な
ど
で
も
概
要
や
個
別
画
像
の
紹
介
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
、
人
間
文
化

研
究
機
構
連
携
研
究
「
武
士
関
係
資
料
の
総
合
化
」（
代
表
小
島
）
研
究
会
、
お
よ
び
科
学
研
究
費 

「
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と
絵
画
史
料
学
的
研
究
」（
代
表
黒
田
日
出
男
）
研
究

会
に
お
い
て
口
頭
報
告
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

図
版
掲
載
に
関
し
て
は
、
次
の
所
蔵
者
か
ら
御
許
可
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

洛
中
洛
外
図
（
東
博
模
本
）（
写
真
15
・
16
）
＝ �

東
京
国
立
博
物
館　

T
N

M
 Im

age A
rchives 

Source:http://T
nm

A
rchives.jp/

上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
写
真
17
～
20
）
＝
米
沢
市
上
杉
博
物
館

以
上
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
に
は
最
小
限
の
、
ま
た
白
黒
の
図
版
し
か
掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
企
画
展
示
図
録

『
西
の
み
や
こ 

東
の
み
や
こ
』
に
、
歴
博
甲
本
を
は
じ
め
と
す
る
館
蔵
の
す
べ
て
の
洛
中
洛
外
図
屏

風
類
の
写
真
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
・
歴
博
乙
本
・
歴
博
Ｄ
本
、
お
よ
び

江
戸
図
屏
風
・
江
戸
登
城
図
屏
風
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
高

精
細
画
像
や
解
説
付
き
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
利
用
さ
れ
た
い
。（w

w
w

.rekihaku. 
ac.jp

「
展
示
と
催
し
」
―
「W

eb

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」）

                           　

 （
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
歴
史
研
究
系
）

（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
三
〇
日
受
理
、二
〇
〇
八
年
七
月
二
九
日
審
査
終
了
）
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In the versions of “Rakuchu-Rakugai-Zu Byobu” (folding screens depicting scenes in and around Kyoto), 

except for the Uesugi version handed down in the Uesugi family of daimyo (feudal lords), the production 

background to the four early versions of “Rakuchu-Rakugai-Zu Byobu”, which contain scenes of Muromachi 

Bakufu, had yet to be clarified. In this article, I clarified the works’ themes by detecting within the folding screens 

the images of individuals that could be called “characters,” and I have attempted to obtain a unified understanding 

of all early versions of Rakuchu-Rakugai-Zu Byobu.

The oldest – the “Rekihaku A version” – was produced in 1525, when Hosokawa Takakuni, who was at the 

helm of the Muromachi Bakufu, had his achievements depicted by the Bakufu painter, Kano Motonobu, on the 

occasion of the transfer of responsibility for the family to his son Hosokawa Tanekuni, and the building of a new 

palace for the Shogun. The regime of Hosokawa Harumoto is depicted as the main theme in the “Tohaku replica,” 

and in the “Uesugi version” and although the composition still has the Hosokawa residence at its center, there is 

an inscription stating that the office of the Kanrei (Shogun’s Deputy) was taken over by the Uesugi family from 

the Hosokawa family. 

The theme of “the person in authority and the city ruled by him” first appears in the “Rekihaku A version” and 

was handed down in the Kano School; but themes that praise the authorities cannot be found in the “Rekihaku B 

version.” The piece must therefore have been created as a landmark guide/genre painting, and can be identified 

as the pioneer of the Rakuchu-Rakugai-Zu Byobu commercially produced in early modern times.

Key words: Rakuchu-Rakugai-Zu (scenes in and around Kyoto), Rekihaku A version, Hosokawa Takakuni, Kano 

Motonobu, Muromachi Bakufu
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